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(57)【要約】
　ビルダー組成物は、キレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、ポリマー成分Ｃ）、及び場
合によりアルカリ成分Ｄ）及び／又はリン含有成分Ｅ）を含む。キレート成分Ａ）は、ａ
１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩、並び
に／又はａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び
／又はそれらのアルカリ塩、並びに／又はａ３）エチレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ
）及び／又はそれらのアルカリ塩を含む。ビルダー成分Ｂ）は、ｂ１）金属ケイ酸塩、及
び／又はｂ２）金属炭酸塩、及び／又はｂ３）金属クエン酸塩を含む。ポリマー成分Ｃ）
は、ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又はｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡ
Ａ）を含んでよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビルダー組成物であって、
Ａ）ａ１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
、並びに／又は
　　ａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又
はそれらのアルカリ塩、並びに／又は
　　ａ３）エチレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
　を含むキレート成分、
Ｂ）ｂ１）金属ケイ酸塩、及び／又は
　　ｂ２）金属炭酸塩、及び／又は
　　ｂ３）金属クエン酸
　を含むビルダー成分、
Ｃ）ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又は
　　ｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）
　を含むポリマー成分、並びに
Ｆ）場合により、アルカリ成分、及び
Ｇ）場合により、リン含有成分
を含むビルダー組成物であり、その際、少なくとも１つの以下の条件Ｐ及びＺ
【数１】

及び／又は
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【数２】

［式中、
ｉｘ）０＜Ｐ≦３．５
ｘ）０＜Ｚ≦３．５
ｘｉ）少なくとも１つのａ１、ａ２及びａ３は、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉ）少なくとも１つのｂ１、ｂ２及びｂ３は、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉｉ）少なくとも１つのｃ１及びｃ２は、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｖ）Ｄは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｖ）Ｅは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｖｉ）ａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝１．０である］が
適正であり、
Ｐは、セラミック基材上でのビルダー組成物のタンパク質除去の性能であり、Ｚは、セラ
ミック基材上でのビルダー組成物の炭水化物除去の性能であり、ａ１は、キレート成分ａ
１）の質量分画であり、ａ２は、キレート成分ａ２）の質量分画であり、ａ３は、キレー
ト成分ａ３）の質量分画であり、ｂ１は、金属ケイ酸塩ｂ１）の質量分画であり、ｂ２は
、金属炭酸塩ｂ２）の質量分画であり、ｂ３は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分画であり
、ｃ１は、アクリル酸－マレイン酸コポリマーｃ１）の質量分画であり、ｃ２は、ＰＡＡ
ｃ２）の質量分画であり、Ｄは、任意のアルカリ成分Ｄ）の質量分画であり、Ｅは、任意
のリン含有成分Ｅ）の質量分画であり、
質量分画は、ビルダー組成物中に存在するキレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、ポリマ
ー成分Ｃ）、並びに場合によりアルカリ成分Ｄ）及びリン含有成分Ｅ）の合計量に基づく
、ビルダー組成物。
【請求項２】
　次の条件Ｆ
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【数３】

も適正であり、その際Ｆは、セラミック基材上のビルダー組成物の膜形成を低減する性能
であり、かつ０＜Ｆ≦３．５である、請求項１に記載のビルダー組成物。
【請求項３】
　前記キレート成分Ａ）が、Ｎａ3・ＭＧＤＡを含む、請求項１に記載のビルダー組成物
。
【請求項４】
　前記キレート成分Ａ）が水性であり、前記Ｎａ3・ＭＧＤＡが、キレート成分Ａ）１０
０質量部に対して約５～約２０質量部の量で存在する、請求項３に記載のビルダー組成物
。
【請求項５】
　前記ビルダー組成物Ｂ）が、ｂ１）金属クエン酸塩、ｂ２）金属炭酸塩及びｂ３）金属
クエン酸塩を含む、請求項４に記載のビルダー組成物。
【請求項６】
　前記Ａ）キレート成分が、ａ１）ＭＧＤＡを含み、かつビルダー組成物１００質量部に
対して５～１０質量部の量で存在し、Ｂ）ビルダー成分が、ビルダー組成物１００質量部
に対して１５～２５質量部の量で存在し、かつＣ）ポリマー成分が、ｃ１）アクリル酸－
マレイン酸コポリマーを含み、かつビルダー組成物１００質量部に対して３０～３５質量
部の量で存在し、かつビルダー組成物は、さらに、ビルダー組成物１００質量部に対して
４０～４５質量部の量で存在するＤ）アルカリ成分を含む、請求項１に記載のビルダー組
成物。
【請求項７】
　ビルダー組成物であって、
Ａ）ａ１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
、並びに／又は
　　ａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又
はそれらのアルカリ塩、並びに／又は
　　ａ３）エチレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
　を含むキレート成分、
Ｂ）ｂ１）金属ケイ酸塩、及び／又は
　　ｂ２）金属炭酸塩、及び／又は
　　ｂ３）金属クエン酸
　を含むビルダー成分、
Ｃ）ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又は
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　　ｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）
　を含むポリマー成分、並びに
Ｄ）場合により、アルカリ成分、及び
Ｅ）場合により、リン含有成分
を含むビルダー組成物であり、その際、水中での百万分率でＣａＣＯ2としてＣａ2+の硬
度（Ｈ）を有し、華氏度での温度（Ｔ）を有する水を使用する、少なくとも１つの以下の
条件Ｓ
【数４】

［式中、
ｖｉｉｉ）１８０≦Ｓ
ｉｘ）少なくとも１つのａ１、ａ２及びａ３は、０より大きく１．０未満であり、
ｘ）少なくとも１つのｂ１、ｂ２及びｂ３は、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉ）少なくとも１つのｃ１及びｃ２は、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉ）Ｄは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｉｉｉ）Ｅは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｖ）ａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝１．０である］が適
正であり、
Ｓは、織物上でのビルダー組成物のシミ除去の性能であり、ａ１は、キレート成分ａ１）
の質量分画であり、ａ２は、キレート成分ａ２）の質量分画であり、ａ３は、キレート成
分ａ３）の質量分画であり、ｂ１は、金属ケイ酸塩ｂ１）の質量分画であり、ｂ２は、金
属炭酸塩ｂ２）の質量分画であり、ｂ３は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分画であり、ｃ
１は、アクリル酸－マレイン酸コポリマーｃ１）の質量分画であり、ｃ２は、ＰＡＡｃ２
）の質量分画であり、Ｄは、任意のアルカリ成分Ｄ）の質量分画であり、Ｅは、任意のリ
ン含有成分Ｅ）の質量分画であり、
質量分画は、ビルダー組成物中に存在するキレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、ポリマ
ー成分Ｃ）、並びに場合によりアルカリ成分Ｄ）及びリン含有成分Ｅ）の合計量に基づく
、ビルダー組成物。
【請求項８】
　次の条件Ｍ

【数５】
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も適正であり、その際Ｍは、ポリエステル及び綿を含む織物から汚れたモーター油のシミ
を除去することにおけるビルダー組成物の性能であり、かつＭは少なくとも５である、請
求項７に記載のビルダー組成物。
【請求項９】
　次の条件Ｏ
【数６】

も適正であり、その際Ｏは、綿を含む織物から汚れたモーター油のシミを除去することに
おけるビルダー組成物の性能であり、かつＯは少なくとも１５である、請求項７に記載の
ビルダー組成物。
【請求項１０】
　次の条件Ｙ
【数７】

も適正であり、その際Ｙは、綿を含む織物から鉱油及びカーボンブラックを含むシミを除
去することにおけるビルダー組成物の性能であり、かつＹは少なくとも１５である、請求
項７に記載のビルダー組成物。
【請求項１１】
　次の条件Ｌ
【数８】

も適正であり、その際Ｌは、綿を含む織物から口紅のシミを除去することにおけるビルダ
ー組成物の性能であり、かつＬは少なくとも３０である、請求項７に記載のビルダー組成
物。
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【請求項１２】
　次の条件Ｋ
【数９】

も適正であり、その際Ｋは、綿を含む織物から化粧品のシミを除去することにおけるビル
ダー組成物の性能であり、かつＫは少なくとも１０である、請求項７に記載のビルダー組
成物。
【請求項１３】
　次の条件Ｕ
【数１０】

も適正であり、その際Ｕは、ポリエステル及び綿を含む織物から皮脂のシミを除去するこ
とにおけるビルダー組成物の性能であり、かつＵは少なくとも６０である、請求項７に記
載のビルダー組成物。
【請求項１４】
　次の条件Ｑ
【数１１】

も適正であり、その際Ｑは、綿を含む織物からオリーブ油及びカーボンブラックを除去す
ることにおけるビルダー組成物の性能であり、かつＱは少なくとも４０である、請求項７
に記載のビルダー組成物。
【請求項１５】
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　前記Ａ）キレート成分が、ａ１）ＭＧＤＡを含み、かつビルダー組成物１００質量部に
対して１０～１５質量部の量で存在し、Ｂ）ビルダー成分が、ビルダー組成物１００質量
部に対して３０～３５質量部の量で存在し、かつＣ）ポリマー成分が、ｃ１）アクリル酸
－マレイン酸コポリマーを含み、かつビルダー組成物１００質量部に対して５０～６０質
量部の量で存在する、請求項７に記載のビルダー組成物。
【請求項１６】
　ビルダー組成物であって、
Ａ）ａ１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
、並びに／又は
　　ａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又
はそれらのアルカリ塩、並びに／又は
　　ａ３）エチレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩
　を含むキレート成分、
Ｂ）ｂ１）金属ケイ酸塩、及び／又は
　　ｂ２）金属炭酸塩、及び／又は
　　ｂ３）金属クエン酸
　を含むビルダー成分、
Ｃ）ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又は
　　ｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）
　を含むポリマー成分、並びに
Ｄ）場合により、アルカリ成分、及び
Ｅ）場合により、リン含有成分
を含むビルダー組成物であり、その際、以下の条件Ｘ
【数１２】

［式中、
ｖｉｉｉ）６５≦Ｓ
ｉｘ）少なくとも１つのａ１、ａ２及びａ３は、０より大きく１．０未満であり、
ｘ）少なくとも１つのｂ１、ｂ２及びｂ３は、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉ）少なくとも１つのｃ１及びｃ２は、０より大きく１．０未満であり、
ｘｉｉ）Ｄは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｉｉｉ）Ｅは、０から１．０未満の範囲であり、
ｘｖ）ａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝１．０である］が適
正であり、
Ｘは、Ｆｅｄｅｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅｓｔ Ｍｅｔｈｏｄ ＃５３６に従ったビニ
ルタイル上でのビルダー組成物の油／酸化鉄のシミ除去の性能であり、ａ１は、キレート
成分ａ１）の質量分画であり、ａ２は、キレート成分ａ２）の質量分画であり、ａ３は、
キレート成分ａ３）の質量分画であり、ｂ１は、金属ケイ酸塩ｂ１）の質量分画であり、
ｂ２は、金属炭酸塩ｂ２）の質量分画であり、ｂ３は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分画
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であり、ｃ１は、アクリル酸－マレイン酸コポリマーｃ１）の質量分画であり、ｃ２は、
ＰＡＡｃ２）の質量分画であり、Ｄは、任意のアルカリ成分Ｄ）の質量分画であり、Ｅは
、任意のリン含有成分Ｅ）の質量分画であり、
質量分画は、ビルダー組成物中に存在するキレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、ポリマ
ー成分Ｃ）、並びに場合によりアルカリ成分Ｄ）及びリン含有成分Ｅ）の合計量に基づく
、ビルダー組成物。
【請求項１７】
　前記Ａ）キレート成分が、ａ１）ＭＧＤＡを含み、かつビルダー組成物１００質量部に
対して５～２０質量部の量で存在し、Ｂ）ビルダー成分が、ビルダー組成物１００質量部
に対して３０～６０質量部の量で存在し、かつＣ）ポリマー成分が、ｃ１）アクリル酸－
マレイン酸コポリマーを含み、かつビルダー組成物１００質量部に対して１５～５５質量
部の量で存在し、かつビルダー組成物は、さらに、ビルダー組成物１００質量部に対して
１～４５質量部の量で存在するＤ）アルカリ成分を含む、請求項１６に記載のビルダー組
成物。
【請求項１８】
　前記ビルダー組成物１００質量部毎に、リン含有成分Ｅ）の２質量部未満を含む、請求
項１から１７までのいずれか１項に記載のビルダー組成物。
【請求項１９】
　前記リン含有成分Ｅ）を有さない、請求項１８に記載のビルダー組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本明細書は、２０１０年２月９日付けで提出したＵＳ仮特許出願番号第６１／３０２，
８４５号の利益の保護を請求するものであり、附属書類を含み、参照をもって本願明細書
にその全体を組み込んだものとする。
【０００２】
　発明の背景
　本発明は一般に、ビルダー組成物に関する。より詳述すれば、本発明は、キレート成分
、ビルダー成分、ポリマー成分、及び場合により、アルカリ成分及び／又はリン含有成分
を含むビルダー組成物に関する。
【０００３】
　関連技術の説明
　ビルダー組成物は、当業者に公知であり、特に工業及び業務用（Ｉ＆Ｉ）の洗浄調合物
において、洗濯調合物において、食器洗浄調合物（例えば自動皿洗い機用洗剤（ＡＤＤ）
）において、及び硬い表面を洗浄するために使用される調合物において使用される。典型
的に、水中でカチオン（例えばカルシウムイオン及びマグネシウムイオン）を結合するキ
レート剤及び／又は金属イオン遮閉剤を含むビルダー組成物は、通常それらの洗浄効率を
高めるための洗浄調合物に添加されて、種々の環境における表面から汚れ、油、脂肪等を
取り除く。
【０００４】
　より詳述すれば、ビルダー組成物は、特に、水を軟化及び緩衝し、かつ脂肪及び油を乳
化する傾向がある。ビルダー組成物は、金属イオン封鎖及び／又は沈澱を介して硬い鉱物
を不活性化することによって水を軟化する傾向がある。ビルダー組成物は、典型的に、水
にアルカリ度の所望されるレベルも提供し、それによってそれらの洗浄効率を増加する。
【０００５】
　特に洗濯物、食器及び硬い表面の適用において除去するために問題のあるシミは、タン
パク質、炭水化物、デンプンなどに基づいて、"使用したモーター油"を含む。油及び脂っ
こい膜は、典型的に、食器の適用においても除去することが難しい。伝統的に、それらの
タイプのシミを除去することにおいて最も効果的である洗浄調合物は、リン酸塩を含有す
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る成分を含む。リン酸塩を含むビルダー組成物は、典型的に、"高性能"として当業者に分
類され、かつリン酸三ナトリウム及びトリポリリン酸ナトリウム（ＳＴＰＰ）を含む傾向
がある。これらの高性能ビルダー組成物は、洗浄水で取り除かれうる可溶性錯体を形成す
るために硬い鉱物と合されると、並びに洗剤に緩衝しうる溶解したカルシウム、マグネシ
ウム、及び鉄を封鎖すると考えられる。
【０００６】
　しかしながら、"高性能"ビルダー組成物を使用する場合に、硬い鉱物は、容易に食物の
汚れと合すことはできない。結果として、硬い鉱物及び硬い鉱物／食品の汚れの組合せは
、皿類、ガラス製品及び食器上に不溶性のシミ及び／又は膜を残す傾向があり、かつ最大
の洗浄のために実施することができない。シミは美的に不快であり、かつガラス製品の洗
浄度に異議を唱えるため、シミは、特に、ガラス製品、例えばコップに関する。ガラス製
品の膜形成又は"白化"は、同様の問題を提起する。さらに、硬い表面上及び洗濯適用にお
ける不溶性のシミの存在は、一般の洗浄度が美的及び健康の理由のために重要であるため
にも関心がある。それ自体、それらは、多くの種々の適用において多くの種々の表面に適
用される場合に、優れた洗浄性能を提供する改良されたビルダー組成物を開発するための
可能性が残っている。
【０００７】
　図面の簡単な説明
　本発明のその他の利点は容易に理解される。それというのも同じことが、付属図面と共
に考慮される際に次の詳細な説明を参照することによってより良好に理解されることにな
るからである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、本発明の一実施態様の予測された合計洗浄百分率の関数として、実際に
観測された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、合計百分率は、以下の図２～８に記載
された洗浄百分率のおおよその合計を示す。
【図２】図２は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは汚れたモーター油であり、かつ表面
は６５％ポリエステル／３５％綿織物であり、かつこのシミ及び表面の布きれは、型式番
号ＤＭＯ ７４３６ ＷＲＬとして、Ｗｅｓｔ Ｐｉｔｔｉｓｔｏｎ、ＰＡのＴｅｓｔｆａ
ｂｒｉｃｓ， Ｉｎｃ．から市販されている。
【図３】図３は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは汚れたモーター油であり、かつ表面
は１００％綿織物であり、かつこのシミ及び表面の布きれは、型式番号ＤＭＯ ４９３と
して、Ｔｅｓｔｆａｂｒｉｃｓ， Ｉｎｃ．から市販されている。
【図４】図４は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは鉱油とカーボンブラックとの混合物
であり、かつ表面は１００％綿織物であり、かつこのシミ及び表面の布きれは、型式番号
ＥＭＰＡ １０６として、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ， Ｉｎｃ．か
ら市販されている。
【図５】図５は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミはオリーブ油とカーボンブラックとの
混合物であり、かつ表面は１００％綿織物であり、かつこのシミ及び表面の布きれは、型
式番号ＥＭＰＡ １０４として、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ， Ｉｎ
ｃ．から市販されている。
【図６】図６は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは口紅であり、かつ表面は１００％綿
織物であり、かつこのシミ及び表面の布きれは、型式番号ＳＴＣ ＥＭＰＡ １４１／２と
して、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ， Ｉｎｃ．から市販されている。
【図７】図７は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
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された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは化粧品であり、かつ表面は１００％
綿織物であり、かつこのシミ及び表面の布きれは、型式番号ＳＴＣ ＥＭＰＡ １４３／２
として、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ， Ｉｎｃ．から市販されている
。
【図８】図８は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは皮脂であり、かつ表面は６５％ポリ
エステル／３５％綿織物であり、かつこのシミ及び表面の布きれは、型式番号Ｄｕｓｔ 
Ｓｅｂｕｍ Ｓｏｉｌｅｄとして、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ， Ｉ
ｎｃ．から市販されている。
【図９】図９は、本発明の一実施態様の予測された洗浄百分率の関数として、実際に観測
された合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、４×６インチのビニルタイルは、Ｆｅｄｅ
ｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅｓｔ Ｍｅｔｈｏｄ ＃５３６に従って染色及び洗浄される
。
【図１０】図１０は、本発明の一実施態様の予測された洗浄の関数として、実際に観測さ
れた合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは、卵焼きであり、かつ表面は艶付けさ
れたセラミックである。
【図１１】図１１は、本発明の一実施態様の予測された洗浄の関数として、実際に観測さ
れた合計洗浄百分率のＸ－Ｙ散布図であり、シミは、焼かれたオートミール肉であり、か
つ表面は艶付けされたセラミックである。
【図１２】図１２は、本発明の一実施態様の予測された膜形成の関数として、実際に観測
された膜形成のＸ－Ｙ散布図であり、膜形成は、Ｈｏｂａｒｔ ＡＭ－１４ Ｃｏｍｍｅｒ
ｃｉａｌ Ｄｉｓｈｗａｓｈｅｒを使用して測定される。
【図１３】図１３は、本発明の種々の実施態様のビルダー組成物の関数として、ＣａＣＯ

3分散能力（ｍｇ／ｇ）を説明する棒グラフである。
【０００９】
　本発明の概要及び利点
　本発明はビルダー組成物を提供する。ビルダー組成物は、キレート成分Ａ）、ビルダー
成分Ｂ）、ポリマー成分Ｃ）、及び場合によりアルカリ成分Ｄ）及び／又はリン含有成分
Ｅ）を含む。キレート成分Ａ）は、ａ１）メチルグリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）
及び／又はそれらのアルカリ塩、並びに／又はａ２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）
－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩、並びに／又はａ３）エ
チレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩を含む。ビルダー
成分Ｂ）は、ｂ１）金属ケイ酸塩、及び／又はｂ２）金属炭酸塩、及び／又はｂ３）金属
クエン酸塩を含む。ポリマー成分Ｃ）は、ｃ１）アクリル酸－マレイン酸コポリマー、及
び／又はｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）を含む。
【００１０】
　ビルダー組成物は、シミの除去の効率、又は種々の表面上の膜形成における低減の効率
を評価する種々の式によってさらに記載及び／又は改良されることができる。これらの式
において、"ａ１"は、キレート成分ａ１）の質量分画であり、"ａ２"は、キレート成分ａ
２）の質量分画であり、"ａ３"は、キレート成分ａ３）の質量分画であり、"ｂ１"は、金
属ケイ酸塩ｂ１）の質量分画であり、"ｂ２"は、金属炭酸塩ｂ２）の質量分画であり、"
ｂ３"は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分画であり、"ｃ１"は、アクリル酸－マレイン酸
コポリマーｃ１）の質量分画であり、"ｃ２"は、ポリアクリル酸（ＰＡＡ）ｃ２）の質量
分画であり、"Ｄ"は、任意のアルカリ成分のＤ）の質量分画であり、かつ"Ｅ"は、任意の
リン含有成分Ｅ）の質量分画である。前記式においても、少なくとも１つのａ１、ａ２及
びａ３は、０より大きくかつ１．０未満であり、少なくとも１つのｂ１、ｂ２及びｂ３は
、０より大きくかつ１．０未満であり、少なくとも１つのｃ１及びｃ２は、０より大きく
かつ１．０未満であり、Ｄは０～１．０未満の範囲であり、Ｅは０～１．０未満の範囲で
あり、かつａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝１．０である。
本発明は、キレート成分Ａ）、ビルダー成分Ｂ）、及びポリマー成分Ｃ）の特有の組合せ
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を提供する。一般に、前記成分の特有の組合せは、優れた洗浄特性及びアンチスケール形
成利益を有するビルダー組成物を提供する。
【００１１】
　発明の詳細な説明
　本発明は、ビルダー組成物及びビルダー組成物を含む洗剤組成物を提供する。種々の実
施態様において、１つ又は複数のビルダー及び／又は洗剤組成物は、さらに、食器用ビル
ダー／洗剤組成物として分類される。他の実施態様において、１つ又は複数のビルダー及
び／又は洗剤組成物は、さらに、洗濯用ビルダー／洗剤組成物として分類される。さらな
る実施態様において、１つ又は複数のビルダー及び／又は洗剤組成物は、さらに、硬い表
面（洗浄）用ビルダー／洗剤組成物として分類される。もちろん、本発明は、これらのタ
イプの組成物に限定されない。
【００１２】
　典型的に、食器用ビルダー／洗剤組成物は、皿類、料理道具、ポット、鍋、刃物、皿、
カップ、グラス、ボール、ソーサー等を洗浄及び／又は殺菌するために使用される。一実
施態様において、食器洗浄は、食品給仕／調理器具及び家庭用品の食品が接する表面を洗
浄及び／又は殺菌することを言う。さらに、洗濯用ビルダー／洗剤組成物は、典型的に、
生地、衣類、被服、織物、糸等を洗浄及び／又は殺菌するために使用される。さらに、硬
い表面用ビルダー／洗剤組成物は、商用、住宅用、農業用、獣医用、病院用、ホスピタリ
ティー、工業用及び同様の状況において、典型的に、無孔の、半孔の又は部分的に多孔質
の物質を洗浄及び／又は殺菌するために使用される。さらに制限されない食器用、洗濯用
及び硬い表面用の適用及び記載は、以下に記載される。
【００１３】
　ビルダー組成物及び洗剤組成物に加えて、本発明は、ビルダー組成物及び洗剤組成物を
形成する方法、及びビルダー組成物及び洗剤組成物を使用して、表面を水洗／洗濯／洗浄
／殺菌及び／又は消毒する方法も提供する。一実施態様において、表面は、硬い表面であ
る。硬い表面の限定されない例は、台所及び浴室において、壁及び床上で、シャワー及び
バスタブにおいて、調理台及びキャビネット上で、エクステリア表面上、例えば車道、中
庭、羽目、デッキ等の上で、車両上で、及び大理石、ガラス、金属、ビニル、繊維ガラス
、セラミック、花崗岩、コンクリート、アクリル、Ｆｏｒｍｉｃａ（登録商標）、Ｓｉｌ
ｅｓｔｏｎｅ（登録商標）、Ｃｏｒｉａｎ（登録商標）、及びラミネートされた表面で見
出されるものである。他の実施態様において、表面は、柔らかい表面である。柔らかい表
面の例は、制限されることなく、洗濯物、衣類、織物及びカーペットを含む。種々の実施
態様において、表面は、さらに、クロス、織物及び／又は糸として定義されてよく、かつ
制限されることなく、ポリエステル、綿、ナイロン、羊毛、絹、及びそれらの組合せを含
んでよい。一実施態様において、生地は綿である。他の実施態様において、生地は、ポリ
エステル及び綿を含む織物である。さらに他の実施態様において、表面は、ポリエステル
６５質量％及び綿３５質量％を含む織物である。さらに他の実施態様において、表面は、
市販の制服、例えばカバーロールズ、オーバーオール、手術着、囚人服等を含む。
【００１４】
　表面は、洗濯されて、水で洗浄されて、加熱されて、蒸されて、こすり落とされて、及
び／又は磨かれてよい。表面は、ドライクリーニング及び／又はシミ抜きされてよい。表
面は、湿っている、乾燥してよく、又は湿っている部分及び乾燥している他の部分を含ん
でよい。表面は、乾燥されて、冷却されて、又は室温であってよい。表面は、多孔もしく
は無孔であってよく、又は水を吸収もしくははじいてよい。
【００１５】
　表面は、制限されることなく、脂っこいシミ、無機のシミ、有機のシミ、石油を基礎と
したシミ、卵のシミ、オートミールのシミ、タンパク質のシミ、炭水化物のシミ、デンプ
ンのシミ、使用したモーター油のシミ、身体機能に関するシミ、皮脂、ボディーオイル、
動物の脂肪、石鹸アカから得られるシミ、水アカ／石灰堆積、錆、腐食及び酸化、鉱物及
び水滴から得られるシミ、インク、カビ、酵母、血液、草、カラシ、コーヒー、紅茶、ア
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ルコール、菌類及び動物の排泄物、嘔吐物から得られるシミ、ガソリン及びディーゼルエ
ンジンから、車軸グリース、ゴム、塗料、タール、口紅、及び化粧品、パラフィン、料理
油、接着剤の残りから得られるシミ、並びにそれらの組合せを含むシミで汚れていてよい
。一実施態様において、シミは、典型的に、前記ガソリン又はディーゼルエンジンにおい
て使用されるモーター油を含むモーター油を使用される。他の実施態様において、シミは
、皮脂である。さらに他の実施態様において、シミは、化粧品、例えば美容製品として市
販されている化粧品固形物である。さらに他の実施態様において、シミは、口紅である。
口紅及び／又は化粧品で汚れた生地は、それぞれ型式番号ＳＴＣ ＥＭＰＡ １４１／２及
びＳＴＣ ＥＭＰＡ １４３／２として英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ， 
Ｉｎｃ．から市販されている。他の実施態様において、シミは、カーボンブラック／オリ
ーブ油の組合せである。オリーブ油及びカーボンブラックで汚れた生地は、ＥＭＰＡ １
０４の商標名でＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ， Ｉｎｃ．から市販されている
。シミは、鉱油及びカーボンブラックの組合せであってよい。鉱油及びカーボンブラック
で汚れた生地は、ＥＭＰＡ １０６の商標名でＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ，
 Ｉｎｃ．から市販されている。
【００１６】
　ビルダー組成物及び洗剤組成物は、典型的に、優れた洗浄特性を有する。これらの特徴
のいくつかは、次の１つ以上を含む：硬い鉱物、例えばカルシウム及びマグネシウムを妨
害／不活性化すること、汚れ、例えば食物汚れを水に浸透及び緩和させる水の表面張力を
減少すること、汚れ、例えば脂っこい又は油状の汚れを水中で乳化及び／又は可溶化する
こと、除去した汚れを水中で懸濁及び／又は分散すること、油状／脂肪質汚れを鹸化する
こと、タンパク質を基礎とする汚れを酵素的に消化すること、タンパク質及びデンプン質
の汚れを除去すること、タンパク質の汚れ、例えば卵及び牛乳によって生じた泡を抑制す
ること、水の表面張力及び界面張力を低減すること、熱及び水の腐食作用から磁気模様及
び磁気金属を保護すること、及び酸性の汚れを中和すること。
【００１７】
　種々の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、以下に記載された
１つ以上を含んでよい、１つ以上の優れた洗浄特性を有する。洗浄力は、汚れと表面との
間の結合を破壊する能力を含む洗浄特性である。浸透及び湿潤は、水に、さもないと水を
はじく汚れ粒子を囲ませる、洗浄特性である。乳化は、油を基礎とする汚れを、完全に分
散させることができる小さい液滴中に分解する能力を含む洗浄特性である。可溶化は、汚
れがもはや固形粒子ではないような汚れを溶解する洗浄特性である。分散は、汚れ粒子を
、目的物、例えば皿洗い機の棚、皿洗い機の壁、又は洗浄される表面（皿類、ガラス製品
及び食器）への固着から妨げるために、溶液（例えば洗浄水）を介して小さい汚れ粒子を
広げることを導く洗浄特性である。
【００１８】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、特に、水を表面にシートし、従って、水斑を
最小化し、そして同様に膜形成するために特に有用である。膜は、典型的に、汚れを含む
水の蒸発に対して食器及びガラス製品上に形成される。洗浄水中の固体は、皿類、ガラス
製品等に存在する汚れ量及び／又は汚れから生じる。典型的に、汚れは、タンパク質、脂
肪及びデンプンを基礎とする汚れを含む。水硬度は、典型的に不溶性のカルシウム塩及び
マグネシウム塩の形での固体の存在に寄与する。水温は、ビルダー組成物及び／又は洗剤
組成物の洗浄性能にも影響を及ぼしてよく、温度が上昇すれば、典型的にビルダー組成物
及び／又は洗剤組成物の洗浄性能が上昇する。
【００１９】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、液体であるが、しかし典型的に液体／ゲル、
ゲル、又は固体であってよい。ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、種々の方法で消
費者に供給されうる。典型的に、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、ボトル又は同
様の容器で消費者に供給される。他の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤
組成物は、通常のパケット、サッシェ又はパウチ内で保持されてよい。しかしながら、ビ
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ルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、使用の容易性のために、易流動性の形で、例えば
ボトル中で液体の形であってよい。
【００２０】
　種々の実施態様において、ビルダー組成物は、２５℃で、１０００ｃＰ未満、１００～
１０００ｃＰ、２００～９００ｃＰ、３００～８００ｃＰ、４００～７００ｃＰ、５００
～６００ｃＰの粘度を有する。代わりに、ビルダー組成物は、より高い粘度を有してよく
、又は固体もしくはゲルであってよい。他の実施態様において、洗剤組成物は、２５℃で
のｃＰ、少なくとも約５００の、代わりに約１０００～約１５０００の、約１０００～約
１００００の、約４０００～８０００の、又は約５０００～約８０００の粘度を有する。
ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物の粘度は、当業者に公知の方法によって測定されて
よい。例えば、粘度は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計、Ｓｈｅｌｌカップ、Ｚａｈｎカッ
プ、平行版レオメータ等を使用して測定されてよい。
【００２１】
　当業者は、ゲルが、一般に液体に関する粘度においてより高く、かつ／又はゲルは、液
体に関するチキソトロピーの又は非ニュートンの特性を有することを評価している。それ
自体、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物が液体／ゲル又はゲルである場合に、典型的
に前記の及び直前に例示された同様の粘度、又は前記の及び直前に例示された同様の粘度
よりも高い又は低い粘度を有する。
【００２２】
　使用の容易性のために、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、カバーを含んでよい
又は含んではいけない貯蔵器中に注入することによって、皿洗い機の貯蔵器中に置かれて
よい。代わりに、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を、皿洗い機中に直接流し込んで
もよい。代わりに、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を、外部投与装置、例えば業務
用皿洗い機の投与装置中に置かれてよい。ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物がゲルの
形である場合に、特に、貯蔵器が皿洗い機のドア上にある場合に有用であってよく、その
結果、ゲルは、皿洗い機の使用中に水との接触を増加することによってドアに粘着する。
本発明は、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物のあらゆる特定の使用を制限しないこと
を理解すべきである。例えば、本発明のビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、種々の
適用のために、例えば住宅／家庭用及び業務用皿洗い機の適用、住宅／家庭用及び業務用
洗濯機の適用、住宅／家庭用及び業務用の硬い表面の洗浄等において有用である。
【００２３】
　ビルダー組成物は、（Ａ）キレート成分を含む。（Ａ）キレート成分は、ａ１）メチル
グリシン－Ｎ－Ｎ－二酢酸（ＭＧＤＡ）及び／又はそれらのアルカリ塩、並びに／又はａ
２）Ｎ，Ｎ－ビス（カルボキシメチル）－Ｌ－グルタメート（ＧＬＤＡ）及び／又はそれ
らのアルカリ塩、並びに／又はａ３）エチレンジアミンテトラ酢酸（ＥＤＴＡ）及び／又
はそれらのアルカリ塩を含んでよい。（Ａ）キレート成分は、１つ以上のａ１）、ａ２）
及びａ３）を含んでよく、かつそれらの組合せを含んでよい。（Ａ）キレート成分は、１
つ以上の追加の化合物、例えばＮ，Ｎ，Ｎ－ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）を含んでもよい。
【００２４】
　ＭＧＤＡは、一般に、メチルグリシンジアセテートと当業者に言われる一方で、ＧＬＤ
Ａは、一般に、グルタミン酸ジアセテートと当業者に言われる。ａ１）に関して、アルカ
リ塩は、ＭＧＤＡのナトリウム塩、例えば、当業者にメチルグリシンジアセテート、三ナ
トリウム塩とも言われる、Ｎａ3・ＭＧＤＡである。ａ２）に関して、アルカリ塩は、典
型的に、ＧＬＤＡのナトリウム塩、例えばＬ－グルタミン酸四ナトリウム、Ｎ，Ｎ－二酢
酸又はＮａ4・ＧＬＤＡである。しかしながら、アルカリ塩は、あらゆるアルカリ又はア
ルカリ土類金属を含んでよく、かつ特に制限されない。
【００２５】
　以下で使用されるように、頭字語ＭＧＤＡは、一般に、ＭＧＤＡ、もしくはＭＧＤＡの
アルカリ塩（例えばＮａ3・ＭＧＤＡ）、又はそれらの塩を含むことを意味する。同様に
、頭字語ＧＬＤＡは、一般に、ＧＬＤＡ、又はＧＬＤＡのアルカリ塩を含むことを意味す
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る。（Ａ）キレート成分は、ＭＧＤＡ及びＧＬＤＡの組合せを含んでよいことが考慮され
るべきである。
【００２６】
　典型的に、（Ａ）キレート成分は、水性であり、（Ａ）キレート成分は、水及び１つ以
上のａ１）、ａ２）及びａ３）、例えば水及びＭＧＤＡを含む。種々の実施態様において
、（Ａ）キレート成分は、水性であり、かつＭＧＤＡが使用され、ＭＧＤＡは、それぞれ
（Ａ）キレート成分１００質量部に対して、約３５～約９５質量部、約３５～約８５質量
部、又は約３５～約４５質量部、又は約４０質量部である。他の実施態様において、（Ａ
）キレート成分は水性であり、かつＧＬＤＡが、ＭＧＤＡに関する前記と同様の量で存在
する。（Ａ）キレート成分は、粉末又はゲルの形でもよいことが評価されるべきである。
【００２７】
　（Ａ）キレート剤は、水、例えば、通常の住宅用の、市販の、工業用の及び施設の皿洗
い機において生じた水中の硬い鉱物及び／又は金属イオンを活性化するために有用である
。水の硬度は、一般に、鉱物、例えばカルシウム及びマグネシウムに付与される。他の金
属イオンは、溶解した金属、例えば鉄及びマンガンを含む。
【００２８】
　典型的に、ＭＧＤＡ及びＧＬＤＡは、沈澱しない、硬い鉱物（例えばカルシウム及びマ
グネシウム）並びに鉄及びマンガンを不活性化する。沈澱無しの、すなわち隔離による軟
水法は、一般に硬い鉱物の沈澱によって軟化される他の化合物、例えば炭酸ナトリウムか
らＭＧＤＡ及びＧＬＤＡを識別している。ＭＧＤＡ及びＧＬＤＡは、一般に、硬い鉱物と
合し、溶液中でそれらを保持し、その結果硬い鉱物は、（食品の）汚れと合することがで
きない。さらに、硬い鉱物自体も、硬い鉱物／汚れの組合せ物も、典型的に、皿等の上の
不溶性のシミ又は膜を残さない。
【００２９】
　あらゆる特定の理論によって束縛又は制限されないで、ＭＧＤＡの低い分子量は、他の
キレート剤又は成分、例えばＧＬＤＡに関してより大きいキレート／分離効率を有するＭ
ＧＤＡを付与すると考えられている。当業者は、ＭＧＤＡ及びＧＬＤＡが、双方共一般的
に、アミノカルボキシレートに分類されることを理解している。ビルダー組成物は、単に
ＭＧＤＡ及び／又はＧＬＤＡの使用に制限されず、かつＭＧＤＡ及び／又はＧＬＤＡに加
えて１つ以上のキレート剤を含んでよい。
【００３０】
　適した（Ａ）キレート成分の制限されない例は、ＴＲＩＬＯＮ（登録商標）Ｍ、例えば
ＴＲＩＬＯＮ（登録商標）Ｍ液体、ＴＲＩＬＯＮ（登録商標）Ａ、及びＴＲＩＬＯＮ（登
録商標）Ｂの商標名で、Ｆｌｏｒｈａｍ Ｐａｒｋ、ＮＪのＢＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎから市販されている。適した（Ａ）キレート成分のさらに制限されない例は、ＤＩＳ
ＳＯＬＶＩＮＥ（登録商標）ＧＬの商標名で Ｃｈｉｃａｇｏ、ＩＬのＡｋｚｏＮｏｂｅ
ｌから市販されている。適した（Ａ）キレート成分の他の制限されない例は、Ｓｃｈｎｅ
ｉｄｅｒ ｅｔ ａｌ．の米国特許番号第５，７８６，３１３号及びＳｔｏｌｔｅ ｅｔ ａ
ｌ．の米国特許出願番号第２００９／０１０５１１４号において記載されており、参照を
もってその全体を本発明に組み込まれたものとし、その開示は、本発明の記載内内容の一
般的な範囲内に矛盾しない。
【００３１】
　種々の実施態様において、（Ａ）キレート成分は、ビルダー組成物１００質量部に対し
て、０～９５質量部、１０～９０質量部、２０～６０質量部、３０～６０質量部、４０～
５０質量部、５～９０質量部、１５～８５質量部、２５～７５質量部、３５～６５質量部
、４５～５５質量部、５～１０質量部、又は５～２０質量部の量で存在する。一実施態様
において、（Ａ）キレート成分は、ビルダー組成物１００質量部に対して、１０～１５質
量部の量で存在する。もちろん、（Ａ）キレート成分の量は、前記の量に制限されず、か
つあらゆる量、又は前記の量の範囲内又はその間の量の範囲を含んでよいことを理解すべ
きである。（Ａ）キレート成分は、以下に詳細に記載された１つ以上の式に従って計算さ
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れたあらゆる量で存在してもよい。
【００３２】
　他の実施態様において、ａ１）は、ビルダー組成物１００質量部に対して、０．１～９
５質量部、１０～９０質量部、２０～６０質量部、３０～６０質量部、４０～５０質量部
、５～９０質量部、１５～８５質量部、２５～７５質量部、３５～６５質量部、４５～５
５質量部、５～１０質量部、又は５～２０質量部の量で存在する。一実施態様において、
ａ１）は、ビルダー組成物１００質量部に対して、１０～１５質量部の量で存在する。さ
らに他の実施態様において、ａ２）及び／又はａ３）は、ａ１）に関して１以上の前記量
で存在する。もちろん、ａ１）、ａ２）及び／又はａ３）の量は、前記の量に制限されず
、かつあらゆる量、又は前記の量の範囲内又はその間の量の範囲を含んでよいことを理解
すべきである。代わりに、ａ１）、ａ２）及び／又はａ３）は、以下に詳細に記載された
１つ以上の式に従って計算されたあらゆる量で存在してもよい。
【００３３】
　ビルダー組成物は、（Ｂ）ビルダー成分も含む。（Ｂ）ビルダー成分は、ｂ１）金属ケ
イ酸塩、及び／又はｂ２）金属炭酸塩、及び／又はｂ３）金属クエン酸塩を含んでよい。
金属は、あらゆるアルカリ金属又はアルカリ土類金属であってよい。典型的に、金属はナ
トリウム（Ｎａ）又はカリウム（Ｋ）である。しかしながら、金属は限定されず、かつ代
わりに遷移金属を含んでよい。
【００３４】
　一実施態様において、（Ｂ）ビルダー成分は、１つ以上のｂ１）ケイ酸ナトリウム（メ
タケイ酸塩として公知でもある）、及び／又はｂ２）炭酸ナトリウム、及び／又はｂ３）
クエン酸ナトリウムを含む。さらに制限されない使用することができる化合物の例は、重
炭酸ナトリウム、アルミノケイ酸ナトリウム及びそれらの組合せを含む。本発明の目的の
ために適したメタケイ酸ナトリウムの特定の例は、ＭＥＴＳＯ（登録商標）、例えばＭＥ
ＴＳＯ（登録商標）Ｐｅｎｔａｂｅａｄ ２０及びＭＥＴＳＯ（登録商標）Ｂｅａｄｓ ２
０４８の商標名でＭａｌｖｅｒｎ、ＰＡのＰＱ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されて
いる。
【００３５】
　金属炭酸塩は、さらに、通常、特に無水物の形である場合に、当業者に"ソーダ灰"又は
水和物／結晶型である場合に"洗濯ソーダ"とも言われる、炭酸ナトリウムとして定義され
てよい。金属炭酸塩は、一般に強アルカリ塩であるために、金属炭酸塩は、（Ｂ）ビルダ
ー成分として、及びＯＨ-イオンの源としても有用である。金属炭酸塩は、アルカリ性の
キレート粉末を提供し、かつ典型的に溶液から硬い鉱物を沈澱することによって水を軟化
する。炭酸ナトリウムは、ビルダーを沈澱し、硬い鉱物を、分離による軟水法と対照的に
、すなわち沈澱ではなく、不溶性型に変換することによって軟水化する傾向がある。典型
的に、ビルダーの沈澱は、主に不溶性化合物としてカルシウムを除去することによって硬
い塩を軟化又は不活性化する。
【００３６】
　金属炭酸塩は、表面、例えば前記に記載されたものからタンパク質及びデンプン質の汚
れを破壊する及び除去を手伝うために有用でもある。金属炭酸塩は、さらに以下で記載さ
れるように、（Ａ）キレート成分と相乗効果を有すると考えられる。金属炭酸塩の適した
品種は、種々の供給元から市販されている。
【００３７】
　金属クエン酸塩は、典型的に、クエン酸の金属（例えばＮａ又はＫ）塩である。それ自
体、金属クエン酸塩は、いくらかの量のクエン酸自体、例えば少量のクエン酸を含んでよ
い。クエン酸は、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物中の追加の成分として使用されて
もよいことを理解すべきである。
【００３８】
　典型的に、金属クエン酸塩は、硬い鉱物を分離する。金属クエン酸塩は、ビルダーとし
て、及びアルカリ緩衝液として有用でもある。金属クエン酸塩は、さらに以下で記載され
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るように、（Ａ）キレート成分と相乗効果を有すると考えられる。金属クエン酸塩の適し
た品種は、種々の供給元から市販されている。
【００３９】
　種々の実施態様において、（Ｂ）ビルダー成分は、ビルダー組成物１００質量部に対し
て、０．１～９５質量部、１０～９０質量部、２０～６０質量部、３０～６０質量部、４
０～５０質量部、５～９０質量部、１５～８５質量部、２５～７５質量部、３５～６５質
量部、４５～５５質量部、１５～２５質量部、又は３０～３５質量部、又は３０～６０質
量部の量で存在する。一実施態様において、（Ｂ）ビルダー成分は、ビルダー組成物１０
０質量部に対して、２０～６０質量部の量で存在する。もちろん、（Ｂ）ビルダー成分の
量は、前記の量に制限されず、かつあらゆる量、又は前記の量の範囲内又はその間の量の
範囲を含んでよいことを理解すべきである。（Ｂ）ビルダー成分は、以下に詳細に記載さ
れた１つ以上の式に従って計算されたあらゆる量で存在してもよい。
【００４０】
　他の実施態様において、ｂ１）は、ビルダー組成物１００質量部に対して、０～９５質
量部、１０～９０質量部、２０～６０質量部、３０～６０質量部、４０～５０質量部、５
～９０質量部、１５～８５質量部、２５～７５質量部、３５～６５質量部、４５～５５質
量部、１５～２５質量部、又は３０～３５質量部、又は３０～６０質量部の量で存在する
。一実施態様において、ｂ１）は、ビルダー組成物１００質量部に対して、２０～６０質
量部の量で存在する。さらに他の実施態様において、ｂ２）及び／又はｂ３）は、ｂ１）
に関して１以上の前記量で存在する。もちろん、ｂ１）、ｂ２）及び／又はｂ３）の量は
、前記の量に制限されず、かつあらゆる量、又は前記の量の範囲内又はその間の量の範囲
を含んでよいことを理解すべきである。代わりに、１つ以上のｂ１）、ｂ２）及び／又は
ｂ３）は、以下の詳細な説明に記載された１つ以上の式によって計算されたあらゆる量で
存在してよい。
【００４１】
　ビルダー組成物は、（Ｃ）ポリマー成分も含む。（Ｃ）ポリマー成分は、ｃ１）アクリ
ル酸－マレイン酸コポリマー、及び／又はｃ２）ポリアクリル酸（ＰＡＡ）を含んでよい
。アクリル酸－マレイン酸コポリマーは、アクリル酸とマレイン塩酸及び／又はポリアク
リル酸（ＰＡＡ）のコポリマーである。（Ｃ）ポリマー成分は、典型的に、分散状態又は
懸濁状態で商品から除去された汚れの粒子を保持し、その結果その粒子は、洗浄水がくみ
出される場合に、皿洗い機からより容易に取り出される。（Ｃ）ポリマー成分は、シック
ナーとして有用であってもよい。適した（Ｃ）ポリマー成分の例は、ＳＯＫＡＬＡＮ（登
録商標）、例えばＳＯＫＡＬＡＮ（登録商標）ＰＡ ３０ ＣＬの商標名でＢＡＳＦ Ｃｏ
ｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている。
【００４２】
　種々の実施態様において、（Ｃ）ポリマー成分は、ビルダー組成物１００質量部に対し
て、０．１～９５質量部、１０～９０質量部、２０～６０質量部、３０～６０質量部、４
０～５０質量部、５～９０質量部、１５～８５質量部、２５～７５質量部、３５～６５質
量部、４５～５５質量部、３０～３５質量部、又は５０～６０質量部、又は１５～５５質
量部の量で存在する。一実施態様において、（Ｃ）ポリマー成分は、ビルダー組成物１０
０質量部に対して、１５～６０質量部の量で存在する。もちろん、（Ｃ）ポリマー成分の
量は、前記の量に制限されず、かつあらゆる量、又は前記の量の範囲内又はその間の量の
範囲を含んでよいことを理解すべきである。（Ｃ）ポリマー成分は、以下に詳細に記載さ
れた１つ以上の式に従って計算されたあらゆる量で存在してもよい。
【００４３】
　他の実施態様において、ｃ１）は、ビルダー組成物１００質量部に対して、０～９５質
量部、１０～９０質量部、２０～６０質量部、３０～６０質量部、４０～５０質量部、５
～９０質量部、１５～８５質量部、２５～７５質量部、３５～６５質量部、４５～５５質
量部、３０～３５質量部、又は５０～６０質量部、又は１５～５５質量部の量で存在する
。一実施態様において、ｃ１）は、ビルダー組成物１００質量部に対して、１５～６０質
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量部の量で存在する。さらに他の実施態様において、ｃ２）は、ｃ１）に関して１以上の
前記量で存在する。もちろん、ｃ１）及びｃ２）の量は、前記の量に制限されず、かつあ
らゆる量、又は前記の量の範囲内又はその間の量の範囲を含んでよいことを理解すべきで
ある。代わりに、ｃ１）及びｃ２）は、以下に詳細に記載された１つ以上の式に従って計
算されたあらゆる量で存在してもよい。
【００４４】
　ビルダー組成物は、場合により、（Ｄ）アルカリ成分を含んでよい。（Ｄ）アルカリ成
分は、典型的に、固体及び／又は液体の形で、金属水酸化物、例えば水酸化リチウム、水
酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化マグネシウム、水酸化カルシウム、水酸化スト
ロンチウム等を含む。しかしながら、他の及び／又は追加の金属水酸化物及び／又はアル
カリ化合物を使用してよいことも考えられる。さらに適した（Ｄ）アルカリ成分は、制限
されることなく、アンモニア、窒素含有塩基、重炭酸塩等を含む。種々の実施態様におい
て、（Ｄ）アルカリ成分は、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物１００質量部に対して
、０～５０質量部、５～４５質量部、１０～４０質量部、１５～３５質量部、２０～３０
質量部、２５～３５質量部、４０～４５質量部、又は１～４５質量部の量で存在する。も
ちろん、（Ｄ）の量は、前記の量に制限されず、かつあらゆる量、又は前記の量の範囲内
又はその間の量の範囲を含んでよいことを理解すべきである。任意の（Ｄ）アルカリ成分
は、以下に詳細に記載された１つ以上の式に従って計算されたあらゆる量で存在してもよ
い。
【００４５】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、（Ｄ）リン含有成分も含んでよい。（Ｅ）リ
ン含有成分は、制限されることなく、リン酸三ナトリウム及びトリポリリン酸ナトリウム
（ＳＴＰＰ）を含むあらゆる当業者に公知のものを含んでよい。種々の実施態様において
、（Ｅ）リン含有成分は、ビルダー組成物１００質量部に対して、０～２５質量部、５～
２０質量部、又は１０～１５質量部の量で存在する。もちろん、（Ｅ）リン含有成分の量
は、前記の量に制限されず、かつあらゆる量、又は前記の量の範囲内又はその間の量の範
囲を含んでよいことを理解すべきである。任意の（Ｅ）リン含有成分は、以下に詳細に記
載された１つ以上の式に従って計算されたあらゆる量で存在してもよい。
【００４６】
　代わりに、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、ビルダー組成物及び／又は洗剤組
成物１００質量部ごとに、少なくとも５、４、３、２、１、０．５、０．２５、０．１又
は０．０５質量部の任意の（Ｄ）アルカリ成分及び／又は任意の（Ｅ）リン含有成分を含
んでよい。他の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、任意の（Ｄ
）アルカリ成分及び／又は任意の（Ｅ）リン含有成分を全く有さない。
【００４７】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、水を含んでもよい。さらに以下で記載された
、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物内に存在する水の量を調整することは、ビルダー
組成物及び／又は洗剤組成物の粘度を調整するために有用である。種々の実施態様におい
て、水は、それぞれビルダー組成物及び／又は洗剤組成物１００質量部に対して、１０～
９０質量部、２０～８０質量部、３０～７０質量部、４０～６０質量部、５０～９０質量
部、５０～６０質量部、又は６０～８０質量部の量で存在する。粘度は、水の使用に加え
た又は水の使用に変えた他の方法によって、例えば１つ以上のシックナーの使用によって
調整されうることを評価すべきである。
【００４８】
　（Ａ）～（Ｅ）の相互作用の関係
　種々の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、種々の表面から種
々のシミを洗浄するために、及び／又は表面上の膜形成を低減するために使用される。あ
らゆる特定の理論によって制限されるつもりもなく、相乗作用は、（Ａ）キレート成分、
（Ｂ）ビルダー成分、（Ｃ）ポリマー成分、及び場合により（Ｄ）アルカリ成分及び（Ｅ
）リン含有成分の合計量間に存在すると考えられている、言い換えれば、異なる成分（Ａ
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低減が所望されるかどうかに依存した最大の洗浄効率及び性能に改変されてよい。本発明
の種々の実施態様の相乗効果及び改変は、制限されない式の系列において以下で示される
。
【００４９】
　それぞれ次の式において、"ａ１"は、キレート成分ａ１）の質量分画であり、"ａ２"は
、キレート成分ａ２）の質量分画であり、"ａ３"は、キレート成分ａ３）の質量分画であ
り、"ｂ１"は、金属ケイ酸塩ｂ１）の質量分画であり、"ｂ２"は、金属炭酸塩ｂ２）の質
量分画であり、"ｂ３"は、金属クエン酸塩ｂ３）の質量分画であり、"ｃ１"は、アクリル
酸－マレイン酸コポリマーｃ１）の質量分画であり、"ｃ２"は、ＰＡＡ ｃ２）の質量分
画であり、"Ｄ"は、任意のアルカリ成分の（Ｄ）の質量分画であり、かつ"Ｅ"は、任意の
リン含有成分（Ｅ）の質量分画である。
【００５０】
　さらに、これらの制限のない式においても、少なくとも１つのａ１、ａ２及びａ３は、
０より大きくかつ１．０未満であり、少なくとも１つのｂ１、ｂ２及びｂ３は、０より大
きくかつ１．０未満であり、少なくとも１つのｃ１及びｃ２は、０より大きくかつ１．０
未満であり、Ｄは０～１．０未満の範囲であり、Ｅは０～１．０未満の範囲であり、かつ
ａ１＋ａ２＋ａ３＋ｂ１＋ｂ２＋ｂ３＋ｃ１＋ｃ２＋Ｄ＋Ｅ＝約１．０である。
【００５１】
　第１の制限のない式：
　第１の制限のない式において、本発明の一実施態様は、セラミック基材上でタンパク質
除去性能（Ｐ）に関して測定される。結果を図１０において記載する。種々の実施態様に
おいて、Ｐは、０～５、１～４、１～３、１～２、２～５、２～４、２～３、３～５、又
は３～４の範囲にわたる。典型的にＰは、０より大きく３．５以下である。Ｐは、あらゆ
る数、分数、又は０～５の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以
下に記載されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解
すべきである。
【００５２】
　この測定において、小さい数が、多い数と比較して良好である。言い換えれば、５．０
は、４．５よりも悪いと考えられ、４．５は４．０よりも悪いと考えられる。性能数を明
瞭に表現するための１つの方法は、性能の５つのレベルを含む５つのポイントスケールを
使用することである。５つのポイントスケールは、優れている（例えば１．０）、非常に
良好（例えば２．０）、良好（例えば３．０）、並み（例えば４．０）、及び不良（５．
０）を含む。同様のスケールは、例えば１０のポイントスケールを使用してもよいことを
理解すべきである。
【００５３】
　第１の制限されない式について：
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【００５４】
　一実施態様において、卵を炒り、約１グラムのスクランブルエッグを艶付けされたセラ
ミックソーサー上に塗る。そして、そのソーサーを、３０分間１８７℃で熱対流炉中に置
く。そしてそのソーサーを、使用前に室温で冷却させる。続いて、ビルダー組成物を適用
して、卵を取り除く。典型的に、そのソーサーを、実施例において以下でより詳細に記載
されているように、Ｈｏｂａｒｔ ＡＭ－１４工業用皿洗い機で洗浄する。そして、その
ソーサーを洗浄度に関して視覚的に評価する。きれいなソーサーは、０の等級を有し、か
つ焼いたソーサーは５の評価を有する。もちろん、本発明は、卵のシミでの使用に制限さ
れず、あらゆるタンパク質のシミに置換してよい。
【００５５】
　第２の制限のない式：
　第２の制限のない式において、本発明の一実施態様は、セラミック基材上で炭水化物除
去性能（Ｚ）に関して測定される。結果を図１１において記載する。種々の実施態様にお
いて、Ｚは、０～５、１～４、１～３、１～２、２～５、２～４、２～３、３～５、又は
３～４の範囲にわたる。典型的にＺは、０より大きく３．５以下である。Ｚは、あらゆる
数、分数、又は０～５の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下
に記載されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解す
べきである。
【００５６】
　この測定において、小さい数が、多い数と比較して良好である。言い換えれば、５．０
は、４．５よりも悪いと考えられ、４．５は４．０よりも悪いと考えられる。性能数を明
瞭に表現するための１つの方法は、性能の５つのレベルを含む５つのポイントスケールを
使用することである。５つのポイントスケールは、優れている（例えば１．０）、非常に
良好（例えば２．０）、良好（例えば３．０）、並み（例えば４．０）、及び不良（５．
０）を含む。同様のスケールは、例えば１０のポイントスケールを使用してもよいことを
理解すべきである。
【００５７】
　第２の制限されない式について：
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【数２】

【００５８】
　一実施態様において、Ｈ2Ｏ １１０ｇを沸騰するまで加熱する。そして、加熱をやめ、
粉砕したＯｕａｋｅｒ（登録商標）オートミール１０ｇを水に添加し、そして５分間撹拌
させる。続いて、粉末化した肉汁１ｇを、オートミールに添加し、溶液を形成する。そし
て、その溶液を室温まで冷却させる。そして、その溶液約１ｇを、艶付けしたセラミック
ソーサー上に塗る。そして、そのソーサーを、３０分間１８７℃で熱対流炉中に置く。そ
してそのソーサーを、使用前に室温で冷却させる。続いて、ビルダー組成物を適用して、
オートミール肉汁を取り除く。典型的に、そのソーサーを、実施例において以下でより詳
細に記載されているように、Ｈｏｂａｒｔ ＡＭ－１４工業用皿洗い機で洗浄する。そし
て、そのソーサーを洗浄度に関して視覚的に評価する。きれいなソーサーは、０の等級を
有し、かつ焼いたソーサーは５の評価を有する。もちろん、本発明は、オートミールのシ
ミでの使用に制限されず、あらゆる炭水化物のシミに置換してよい。
【００５９】
　それぞれの２つの前記の制限のない式において、セラミック表面は、伝統的にセラミッ
クであってよく、陶器、石器、磁器、又はそれらの組合せであってよい。セラミック表面
は艶付けされてよい。当業者に公知であるように、釉薬は、色、装飾、補強又は防水の目
的のために、セラミックに融合するために火入れされている種々の物質の層又は被覆であ
る。釉薬は、一般に、融剤として作用し、かつ釉薬を特定の温度で溶融させる、金属酸化
物、例えばナトリウム、カリウム及びカルシウムの混合物と組み合わせて、ガラスを形成
するためにシリカを含む。アルミナ（通常追加の粘土から）は、釉薬を硬化するために使
用されてよく、かつセラミックの流出から妨げる。着色剤、例えば酸化鉄、炭酸銅又は炭
酸コバルト、及び乳白剤、例えば酸化スズ又は酸化ジルコニウムも使用してよい種々の実
施態様において、セラミック表面は、さらに、制限されることなく、カップ、ボール、ソ
ーサー、プレート等を含む食器として定義されてよい。
【００６０】
　第３の制限のない式：
　第３の制限のない式において、本発明の一実施態様は、ガラス基材上で膜形成の低減性
能（Ｆ）に関して測定される。一実施態様において、ガラスビーカーを、膜形成の低減性
能（Ｆ）を測定するために使用する。より詳述すれば、ガラスビーカーを、１つ以上の前
記シミを含む、１つ以上の艶付けしたセラミックソーサーに加えて、Ｈｏｂａｒｔ ＡＭ
－１４工業用皿洗い機に加える。ソーサーを洗浄した後に、ガラス表面上の膜形成の量を
、視覚的に評価し、そして０～１０の等級に割り当てる。
【００６１】
　この測定において、小さい数が、多い数と比較して良好である。言い換えれば、５．０
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は、４．５よりも悪いと考えられ、４．５は４．０よりも悪いと考えられる。種々の実施
態様において、Ｆは、０～１０、１～９、１～８、１～７、１～６、１～５、１～４、１
～３、１～２、２～５、２～４、２～３、３～５、又は３～４の範囲である。典型的に、
Ｆは、０より大きく、４．０以下である。Ｆは、あらゆる数、分数、又は０～１０の範囲
の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載されたそれぞれの値が
、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきである。
【００６２】
　第３の制限されない式について：
【数３】

【００６３】
　第４の制限のない式：
　第４の制限のない式において、本発明の一実施態様を、多くの異なるシミ及び表面に関
するビルダー組成物のシミ除去の合計（Ｓ）に関して測定する。シミ及び表面は、式５～
１１に関する以下で記載された１つ以上のシミを含んでよい。あらゆる特定の理論によっ
て制限されることを意図しない限り、この第四の制限のない式は、以下で詳細に記載され
ている第５～第１１の制限のない式の結果の合計を示す。
【００６４】
　この第４の制限のない式において、水中での百万分率でＣａＣＯ3としてＣａ2+の硬度
（Ｈ）を有し、華氏度での温度（Ｔ）を有する水を示す変数を含む。種々の実施態様にお
いて、Ｓは、少なくとも１７５、２００、２２５又は２５０である。Ｓは、あらゆる数、
分数、又は１７５～４００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。
以下に記載されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理
解すべきである。結果を図１に記載する。
【００６５】
　第４の制限されない式について：
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【数４】

【００６６】
　第５の制限のない式：
　第５の制限のない式において、本発明の一実施態様を、"洗浄百分率"において測定され
たように、ポリエステル及び綿（例えば６５％ポリエステル／３５％綿）を含む織物上で
、汚れたモーター油の除去性能（Ｍ）に関して測定する。"洗浄百分率"を測定するために
使用した正確な方法を、以下の実施例においてより詳細に記載する。汚れたモーター油は
、典型的に、ガス及び／又はディーゼルエンジンにおいて明らかに使用される油を含む。
この式において、水中での百万分率でＣａＣＯ3としてＣａ2+の硬度（Ｈ）を有し、華氏
度での温度（Ｔ）を有する水を示す変数を含む。
【００６７】
　洗浄百分率に関して、より高い値は、低い値よりも"よりきれいである"と考えられる。
前記の異なった、より高い洗浄百分率は、多くのシミは、低い洗浄百分率値よりも取り除
いたと考える。種々の実施態様において、Ｍは、少なくとも５及び１００までの範囲であ
る。典型的に、Ｍは、５より大きく約５０までである。Ｍは、あらゆる数、分数、又は５
～１００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載された
それぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきである。
結果を図２に記載する。
【００６８】
　第５の制限されない式について：

【数５】

【００６９】
　第６の制限のない式：
　第６の制限のない式において、本発明の一実施態様を、"洗浄百分率"において測定され
たように、綿（例えば１００％綿）を含む織物上で、汚れたモーター油の除去性能（Ｏ）
に関して測定する。"洗浄百分率"を測定するために使用した正確な方法を、以下の実施例
においてより詳細に記載する。汚れたモーター油は、典型的に、ガス及び／又はディーゼ
ルエンジンにおいて明らかに使用される油を含む。この式において、水中での百万分率で
ＣａＣＯ3としてＣａ2+の硬度（Ｈ）を有し、華氏度での温度（Ｔ）を有する水を示す変
数を含む。
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【００７０】
　洗浄百分率に関して、より高い値は、低い値よりも"よりきれいである"と考えられる。
前記の異なった、より高い洗浄百分率は、多くのシミは、低い洗浄百分率値よりも取り除
いたと考える。種々の実施態様において、Ｏは、少なくとも１５及び１００までの範囲で
ある。典型的に、Ｏは、１５より大きく約５０までである。Ｏは、あらゆる数、分数、又
は１５～１００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載
されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきで
ある。結果を図３に記載する。
【００７１】
　第６の制限されない式について：
【数６】

【００７２】
　第７の制限のない式：
　第７の制限のない式において、本発明の一実施態様を、"洗浄百分率"において測定され
たように、綿（例えば１００％綿）を含む織物上で、鉱油とカーボンブラックの混合物の
除去性能（Ｙ）に関して測定する。"洗浄百分率"を測定するために使用した正確な方法を
、以下の実施例においてより詳細に記載する。このシミ及び表面の見本は、ＥＭＰＡ １
０６の商標名で、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、Ｉｎｃ．から市販さ
れている。この式において、水中での百万分率でＣａＣＯ3としてＣａ2+の硬度（Ｈ）を
有し、華氏度での温度（Ｔ）を有する水を示す変数を含む。
【００７３】
　洗浄百分率に関して、より高い値は、低い値よりも"よりきれいである"と考えられる。
前記の異なった、より高い洗浄百分率は、多くのシミは、低い洗浄百分率値よりも取り除
いたと考える。種々の実施態様において、Ｙは、少なくとも１５及び１００までの範囲で
ある。典型的に、Ｙは、１５より大きく約５０までである。Ｙは、あらゆる数、分数、又
は１５～１００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載
されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきで
ある。結果を図４に記載する。
【００７４】
　第７の制限されない式について：

【数７】

【００７５】
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　第８の制限のない式：
　第８の制限のない式において、本発明の一実施態様を、"洗浄百分率"において測定され
たように、綿（例えば１００％綿）を含む織物上で、口紅の除去性能（Ｌ）に関して測定
する。"洗浄百分率"を測定するために使用した正確な方法を、以下の実施例においてより
詳細に記載する。このシミ及び表面の見本は、ＳＴＣ ＥＭＰＡ １４１／２の商標名で、
英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、Ｉｎｃ．から市販されている。この式
において、水中での百万分率でＣａＣＯ3としてＣａ2+の硬度（Ｈ）を有し、華氏度での
温度（Ｔ）を有する水を示す変数を含む。
【００７６】
　洗浄百分率に関して、より高い値は、低い値よりも"よりきれいである"と考えられる。
前記の異なった、より高い洗浄百分率は、多くのシミは、低い洗浄百分率値よりも取り除
いたと考える。種々の実施態様において、Ｌは、少なくとも３０及び１００までの範囲で
ある。典型的に、Ｌは、３０より大きく約８０までである。Ｌは、あらゆる数、分数、又
は３０～１００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載
されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきで
ある。結果を図６に記載する。
【００７７】
　第８の制限されない式について：
【数８】

【００７８】
　第９の制限のない式：
　第９の制限のない式において、本発明の一実施態様を、"洗浄百分率"において測定され
たように、綿（例えば１００％綿）を含む織物上で、化粧品の除去性能（Ｋ）に関して測
定する。"洗浄百分率"を測定するために使用した正確な方法を、以下の実施例においてよ
り詳細に記載する。このシミ及び表面の見本は、ＳＴＣ ＥＭＰＡ １４３／２の商標名で
、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、Ｉｎｃ．から市販されている。この
式において、水中での百万分率でＣａＣＯ3としてＣａ2+の硬度（Ｈ）を有し、華氏度で
の温度（Ｔ）を有する水を示す変数を含む。
【００７９】
　洗浄百分率に関して、より高い値は、低い値よりも"よりきれいである"と考えられる。
前記の異なった、より高い洗浄百分率は、多くのシミは、低い洗浄百分率値よりも取り除
いたと考える。種々の実施態様において、Ｋは、少なくとも１０及び１００までの範囲で
ある。典型的に、Ｋは、１０より大きく約８５までである。Ｋは、あらゆる数、分数、又
は１０～１００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載
されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきで
ある。結果を図７に記載する。
【００８０】
　第９の制限されない式について：



(26) JP 2013-518984 A 2013.5.23

10

20

30

40

50

【数９】

【００８１】
　第１０の制限のない式：
　第１０の制限のない式において、本発明の一実施態様を、"洗浄百分率"において測定さ
れたように、ポリエステル及び綿（例えば６５％ポリエステル／３５％綿）を含む織物上
で、皮脂の除去性能（Ｕ）に関して測定する。"洗浄百分率"を測定するために使用した正
確な方法を、以下の実施例においてより詳細に記載する。このシミ及び表面の見本は、型
Ｄｕｓｔ Ｓｅｂｕｍ Ｓｏｉｌｅｄとして、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃ
ｅｓ、Ｉｎｃ．から市販されている。この式において、水中での百万分率でＣａＣＯ3と
してＣａ2+の硬度（Ｈ）を有し、華氏度での温度（Ｔ）を有する水を示す変数を含む。
【００８２】
　洗浄百分率に関して、より高い値は、低い値よりも"よりきれいである"と考えられる。
前記の異なった、より高い洗浄百分率は、多くのシミは、低い洗浄百分率値よりも取り除
いたと考える。種々の実施態様において、Ｕは、少なくとも６０及び１００までの範囲で
ある。典型的に、Ｕは、６０より大きく約９５までである。Ｕは、あらゆる数、分数、又
は６０～１００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載
されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきで
ある。結果を図８に記載する。
【００８３】
　第１０の制限されない式について：

【数１０】

【００８４】
　第１１の制限のない式：
　第１１の制限のない式において、本発明の一実施態様を、"洗浄百分率"において測定さ
れたように、綿（例えば１００％綿）を含む織物上で、オリーブ油とカーボンブラックの
シミ除去（Ｑ）に関して測定する。"洗浄百分率"を測定するために使用した正確な方法を
、以下の実施例においてより詳細に記載する。このシミ及び表面の見本は、ＥＭＰＡ １
０４の商標名で、英国のＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、Ｉｎｃ．から市販さ
れている。
【００８５】
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　洗浄百分率に関して、より高い値は、低い値よりも"よりきれいである"と考えられる。
前記の異なった、より高い洗浄百分率は、多くのシミは、低い洗浄百分率値よりも取り除
いたと考える。種々の実施態様において、Ｑは、少なくとも４０及び１００までの範囲で
ある。典型的に、Ｑは、４０より大きく約７５までである。Ｑは、あらゆる数、分数、又
は４０～１００の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載
されたそれぞれの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきで
ある。結果を図５に記載する。
【００８６】
　第１１の制限されない式について：
【数１１】

【００８７】
　第１２の制限のない式：
　第１２の制限のない式において、本発明の一実施態様は、ビニルタイル上でシミ除去性
能（Ｘ）に関して測定される。より詳述すれば、Ｆｅｄｅｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅ
ｓｔ Ｍｅｔｈｏｄ ＃５３６に従って形成された油／酸化鉄のシミを、前記のように異な
る４×６インチのビニルタイルに適用する。そして、本発明の種々のビルダー組成物の試
料を、硬水（２５０ｐｐｍのＣａ／Ｍｇ　２／１）中で３質量％まで希釈して、希釈組成
物を形成する。そして、希釈組成物を、Ｆｅｄｅｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅｓｔ Ｍ
ｅｔｈｏｄ ＃５３６に従ってシミタイルに適用して、洗浄百分率を測定する。より詳述
すれば、Ｘ－ｒｉｔｅ反射率計を、除去したシミの量を測定するために使用する。そして
、この値を、洗浄百分率に変換する。
【００８８】
　種々の実施態様において、Ｘは、少なくとも６５及び１００までの範囲である。典型的
に、Ｘは、６０より大きく約８５までである。Ｘは、あらゆる数、分数、又は６５～１０
０の範囲の数もしくは分数の範囲であってよいとも考えられる。以下に記載されたそれぞ
れの値が、近似的に数的に小数第二位までまとめられることを理解すべきである。結果を
図９に記載する。
【００８９】
　第１２の制限されない式について：
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【数１２】

【００９０】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物中で含まれうる添加剤
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物に関して、１つ又は双方のこれらの組成物は、１
つ以上の添加剤、例えば補助ビルダー成分、漂白剤、酵素、溶剤、塩、灰色化阻害剤、汚
れ放出ポリマー、色移り阻害剤、抑泡剤、錯化剤、蛍光増白剤、フレグランス、充填剤、
無機増量剤、調合助剤、溶解改良剤、乳白剤、染料、腐食阻害剤、過酸化安定剤、電解質
、石鹸、洗剤、酸、例えばフタル酸、アミドスルホン酸、クエン酸、乳酸、酢酸、過酸及
びトリクロロイソシアヌル酸、溶剤、例えばエチレングリコール、２－ブトキシエタノー
ル、ブチルジグリコール、アルキルグリコールエーテル及びイソプロパノール、キレート
剤、例えば香料、油、酸化剤、例えば過ホウ酸塩、ジクロロイソシアヌレート、酵素、界
面活性エチレンオキシ付加物、界面活性剤、及びそれらの組合せを含んでよい。
【００９１】
　適した非イオン界面活性剤は、制限されることなく、アルカリフェノールアルコキシレ
ート、アルカリポリグルコシド、ヒドロキシアルキルポリグルコシド、Ｎ－アルカリグル
カミド、酸化アルキレンブロックコポリマー、ポリヒドロキシ及びポリアルコキシ脂肪酸
誘導体、並びにそれらの組合せを含む。アルキルフェノールアルコキシレートは、Ｃ6～
Ｃ14アルキル鎖及びアルキル鎖に付加された酸化アルキレン５～３０モルを有するアルキ
ルフェノールアルコキシレートを含んでよい。アルキルポリグルコシド及び／又はヒドロ
キシアルキルポリグルコシドは、アルキル鎖において炭素原子８～２２個を有し、かつグ
ルコシド単位１～２０個を有してよい。Ｎ－アルキルグルカミドは、Ｃ6～Ｃ22アルキル
鎖を有してよく、かつ直鎖のカルボン酸誘導体に対応する還元したアミン化糖のアクリル
化から形成されてよい。さらに、酸化アルキンブロックコポリマーは、酸化エチレン、酸
化プロピレン及び／又は酸化ブチレンのブロックコポリマーを含んでよい。さらに、ポリ
ヒドロキシ及び／又はポリアルコキシ脂肪酸誘導体は、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、Ｎ
－アルコキシ－及び／又はＮ－アリールオキシ－ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、脂肪酸ア
ミドエトキシレート、並びに脂肪酸アルカノールアミドアルコキシレートも含んでよい。
種々の実施態様において、非イオン界面活性剤は、１～２０質量％の量でビルダー組成物
及び／又は洗剤組成物中に存在する。他の実施態様において、アニオン界面活性剤と非イ
オン界面活性剤との混合物は、９５：５～２０：８０、及び典型的には８０：２０～５０
：５０の質量比で存在する。
【００９２】
　適したカチオン界面活性剤は、制限されることなく、アンモニア基、例えばアルキルジ
メチルアンモニウムハロゲン化物を含む界面活性化合物、並びに化学式ＲＲ’Ｒ’’Ｒ’
’’Ｎ＋Ｘ－　［式中、Ｒ、Ｒ’Ｒ’’及びＲ’’’は、独立して、アルキル基、アリー
ル基、アルキルアルコキシ基、アリールアルコキシ基、ヒドロキシアルキル（アルコキシ
）基、及びヒドロキシアリール（アルコキシ）基の群から選択され、かつＸはアニオンで
ある］を有する化合物を含む。適した両性界面活性剤は、制限されることなく、アニオン
基を含む第二級及び／又は第三級アミンの脂肪族誘導体、アルキルジメチルアミノオキシ
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ド、アルキル－及び／又はアルコキシメチルアミンオキシド、並びにそれらの組合せを含
む。他の適した界面活性剤は、制限されることなく、脂肪族及び／又は芳香族アルコキシ
ル化アルコール、ＬＡＳ（直鎖アルキルベンゼンスルホネート）、パラフィンスルホネー
ト、ＦＡＳ（脂肪アルコールスルフェート）、ＦＡＥＳ（脂肪アルコールエーテルスルフ
ェート）、メチルエチレングリコール、ブチルエチレングリコール、ペンチルエチレング
リコール、ヘキシルエチレングリコール、ブチルプロピレングリコール、トリメチロール
プロパンエトキシレート、グリセロールエトキシレート、ペンタエリトリトールエトキシ
レート、ビスフェノールＡのアルコキシレート、４－メチルヘキサノール及び５－メチル
－２－プロピルヘプタノールのアルコキシレート、ポリエチレングリコール、及びそれら
の組合せを含む。さらに制限のない界面活性剤及び他の添加剤は、双方共に、Ｄｏｃｋｅ
ｔ Ｎｕｍｂｅｒ：１００６２／ＰＦ－６１４３５及びタイトル"ＬＩＱＵＩＤ ＤＥＴＥ
ＲＧＥＮＴ ＣＯＭＰＯＳＩＴＩＯＮ"に関連する、米国特許番号第７，５０４，３７３及
び，５０３，３３３、並びに米国特許仮出願番号第６１／３０２，７８５及び同時のＰＣ
Ｔ出願において記載される。それぞれの文献の開示は、参照を持って明確に組み込まれた
ものとし、該開示は、本記載内容において記載された本発明の一般の範囲と矛盾しない。
【００９３】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、アニオン界面活性剤を有さなくてよく、又は
アニオン界面活性剤を含んでよい。ＬＡＳ界面活性剤が、最も一般的に使用されるアニオ
ン界面活性剤である傾向がある一方で、他のアニオン界面活性剤は、アルカンスルホネー
ト、アルキルエトキシレートスルフェート、アルキルグリセリルスルホネート、アルキル
スルフェート、及びアルファオレフィンスルホネートを含む。種々の実施態様において、
ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、それぞれ洗剤組成物１００質量部に対して、約
１５～約０質量部、より典型的には約１０～約０質量部、さらにより典型的には約５．０
～約０、及びさらにより典型的には約１．０～約０質量部の量でアニオン界面活性剤を含
んでよい。ある実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、アニオン界
面活性剤を完全に除外する。
【００９４】
　適した灰色化阻害剤は、制限されることなく、酸化ポリエチレンと、エチレングリコー
ル及び／又はポリエチレングリコール又は芳香族及び脂肪族ジカルボン酸とのポリエステ
ル、１つの末端で末端キャップされた酸化ポリエチレンと、二価及び／又は多価アルコー
ル又はジカルボン酸とのポリエステル、並びにそれらの組合せを含む。適した汚れ放出ポ
リマーは、制限されることなく、酸化ポリアルキレン又は改質セルロース、例えばメチル
セルロース、ヒドロキシプロピルセルロース及びカルボキシメチルセルロース、並びにそ
れらの組合せ物上での、ビニルエステル及び／又はアクリルエステルの両親媒性グラフト
ポリマー又はコポリマーを含む。一実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組
成物は、０．３～１５質量％の量で存在する汚れ放出ポリマーを含む。適した色移り阻害
剤は、制限されることなく、色移り阻害剤、例えばビニルピロリドンの、ビニルイミダゾ
ールの、ビニルオキサゾリドンの、及び数平均分子量１５０００～１００００ｇ／ｍｏｌ
を有する４－ビニルピロリドンＮ－オキシドのホモポリマー及びコポリマーを含む。一実
施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、０．０５～５質量％の量で存
在する色移り阻害剤を含む。適した泡阻害剤は、制限されることなく、オルガノポリシロ
キサン、シリカ、パラフィン、ロウ、微結晶ロウ、及びそれらの組合せを含む。
【００９５】
　添加剤は、漂白剤であってよい。漂白剤は、制限されることなく、アルカリ金属過ホウ
酸塩、アルカリ金属カーボネートペルハイドレート、過酸、及びそれらの組合せを含んで
よい。過酸の適した例は、制限することなく、過酢酸、Ｃ1～Ｃ12ペルカルボン酸、Ｃ8～
Ｃ16ジペルカルボン酸、イミドペルカプロン酸、アリールジペルカプロン酸、直鎖及び分
枝鎖状のオクタンモノペル酸、ノナンモノペル酸、デカンモノペル酸又はドデカンモノペ
ル酸、デカンジペル酸及びドデカンジペル酸、モノペルフタル酸及びジペルフタル酸、イ
ソフタル酸及びテレフタル酸、フタルイミドペルカプロン酸、テレフタロイルジペルカプ
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ロン酸、ポリマー過酸、それらの塩、並びにそれらの組合せを含む。漂白剤は、あらゆる
量でビルダー組成物及び／又は洗剤組成物中に存在してよい。一実施態様において、漂白
剤は、０．５～３０質量％の量でビルダー組成物及び／又は洗剤組成物中に存在する。
【００９６】
　種々の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、塩素含有成分を有
さない。塩素を含有する成分の例は、一般に強酸化剤の群に属し、全てそれらの分子に１
つ以上の塩素原子を有する塩素漂白剤を含む。当該技術分野において使用される塩素漂白
剤の特定の例は、塩素化イソシアヌレート、塩素化リン酸三ナトリウム、次亜塩素酸塩、
及び次亜塩素酸ナトリウムを含む。
【００９７】
　塩素含有成分を有さないことによって、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、塩素
を含有する意図的に添加された成分、例えば塩素漂白剤、例えば次亜塩素酸ナトリウムの
添加を含まない。ある実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、ある
少量の塩素、例えば１つ以上の化合物中に存在する少量の塩素を含む。
【００９８】
　種々の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、それぞれビルダー
組成物及び／又は洗剤組成物１００質量部に対して、０．０５～約０質量部までの、約０
．２５～約０質量部までの、及び約０．１０～約０質量部の量で塩素を含む。一実施態様
において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、塩素を完全に除外する。
【００９９】
　ある実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、漂白剤成分を有さな
い。塩素漂白剤が通常漂白剤成分を使用する傾向がある一方で、他の漂白剤は、非塩素漂
白剤、例えば洗浄水中で活性酸素を放出する過酸素化合物を含む。非塩素漂白剤のさらな
る例は、ペルボレート／ナトリウムペルボレート、カリウムモノペルスルフェート、ナト
リウムペルカーボネート、過酸化水素、及び有機過酸を含む。種々の実施態様において、
ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、それぞれビルダー組成物及び／又は洗剤組成物
１００質量部に対して、約１５から０近くまでの、約１０から０近くまでの、約５．０か
ら０近くまでの、又は約１．０から０近くの量で漂白剤成分を含む。ある実施態様におい
て、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、漂白剤成分を完全に除外する。
【０１００】
　添加剤に関して、添加剤は、０．１～１５質量％の量で存在する漂白活性剤であってよ
い。漂白活性剤は、制限されることなく、ポリアシル化糖、例えばペンタアセチルグルコ
ース、アシルオキシベンゼンスルホン酸並びにそれらのアルキル金属及び、アルカリ土類
金属塩、例えばナトリウムｐ－イソノナノイルオキシベンゼンスルホネート及びナトリウ
ムｐ－ベンゾイルオキシベンゼンスルホネート、Ｎ，Ｎ－ジアセチル化及びＮ，Ｎ，Ｎ’
，Ｎ’－テトラアシル化アミン、例えばＮ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラアセチルメチレンジ
アミン及びＮ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラアセチルエチレンジアミン（ＴＡＥＤ）、Ｎ，Ｎ
ジアセチルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジアセチル－ｐ－トルイジン又は１，３－ジアシル化ヒダ
ントイン、例えば１，３－ジアセチル－５，５－ジメチルヒダントイン、Ｎ－アルキル－
Ｎ－スルホニルカルボキサミド、例えばＮ－メチル－Ｎ－メシルアセトアミド及びＮ－メ
チル－Ｎ－メシルベンザミド、Ｎ－アシル化環状ヒドラジド、アシル化トリアゾール及び
ウラゾール、例えばモノアセチルマレイン酸ヒドラジド、Ｏ，Ｎ，Ｎ－三置換ヒドロキシ
ルアミン、例えばＯ－ベンゾイル－Ｎ，Ｎ－スクシニルヒドロキシルアミン、Ｏ－アセチ
ル－Ｎ，Ｎ－スクシニルヒドロキシルアミン及びＮ，Ｎ－トリアセチルヒドロキシルアミ
ン、Ｎ，Ｎ’－ジアシルスルフリルアミド、例えばＮ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジア
セチルスルフリルアミド及びＮ，Ｎ’－ジエチル－Ｎ，Ｎ’－ジプロピオニルスルフリル
アミド、トリアシルシアヌレート、例えばトリアセチルシアヌレート及びトリベンゾイル
シアヌレート、カルボン酸無水物、例えばベンゼン酸無水物、ｍ－クロロベンゼン酸無水
物及びフタル酸無水物、１，３－ジアシル－４，５－ジアシルオキシイミダゾリン、例え
ば１，３－ジアセチル－４，５－ジアセトキシイミダゾリン、テトラアセチルグリコルリ
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ル、テトラプロピオニルグリコルリル、ジアシル化２，５－ジケトピペラジン、例えば１
，４－ジアセチル－２，５－ジケトピペラジン、プロピレンジウレアと２，２－ジメチル
プロピレンジウレアとのアシル化産物、例えばテトラアセチルプロピレンジウレア、ａ－
アシルオキシポリアシルマロンアミド、例えばａ－アセトキシ－Ｎ，Ｎ’－ジアセチルマ
ロンアミド、ジアシルジオキソヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、例えば１，５－
ジアセチル－２，４－ジオキソヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、アルキル基、例
えばメチル基、又は芳香族基を有するベンズ（４Ｈ）－１，３－オキサジン－４－オン、
並びにそれらの組合せを含んでよい。漂白剤は、漂白触媒との組合せであってもよい。漂
白触媒は、制限されることなく、四級化イミン、スルホンイミン、マンガン錯体及びそれ
らの組合せを含んでよい。漂白触媒は、あらゆる量でビルダー組成物及び／又は洗剤組成
物中に存在してよい。一実施態様において、漂白触媒は、１．５質量％の量で、ビルダー
組成物及び／又は洗剤組成物中に存在する。
【０１０１】
　添加剤は、前記で導入されたように、酵素であってよい。酵素は、制限されることなく
、Ｓａｖｉｎａｓｅ（登録商標）及びＥｓｐｅｒａｓｅ（登録商標）、リパーゼ、例えば
Ｌｉｐｏｌａｓｅ（登録商標）、セルラーゼ、例えばＣｅｌｌｕｚｙｍ、及びそれらの組
合せを含んでよい。それぞれのＳａｖｉｎａｓｅ（登録商標）、Ｅｓｐｅｒａｓｅ（登録
商標）、Ｌｉｐｏｌａｓｅ（登録商標）、及びＣｅｌｌｕｚｙｍは、Ｐｒｉｎｃｅｔｏｎ
、ＮＪ．のＮｏｖｏ Ｎｏｒｄｉｓｋから市販されている。酵素は、代わりに、アミラー
ゼ、セルラーゼ、もしくはペルオキシダーゼ、又はそれらの組合せを含んでよい。酵素は
、汚れを分解し、より小さくほとんど錯体分子がない状態にタンパク質を分解し、かつ／
又は炭水化物を分解してよい。一実施態様において、（Ａ）キレート成分は、ビルダー組
成物及び／又は洗剤組成物の性能を高める酵素と優れた相溶性を有する。適した酵素のさ
らに制限のない例は、ＰＲＯＰＥＲＡＳＥ（登録商標）、例えばＰＲＯＰＥＲＡＳＥ（登
録商標） Ｌの商標名で、及びＲＡＳＴＡＲ（登録商標）、例えばＰＵＲＡＳＴＡＲ（登
録商標）ＨＰ Ａｍの商標名で、Ｃｏｐｅｎｈａｇｅｎ、ＤｅｎｍａｒｋのＤａｎｉｓｃ
ｏ Ａ／Ｓから市販されている。酵素は、あらゆる量でビルダー組成物及び／又は洗剤組
成物中存在してよい。一実施態様において、酵素は、０．１～４質量％の量でビルダー組
成物及び／又は洗剤組成物中に存在する。他の実施態様において、酵素は、それぞれビル
ダー組成物及び／又は洗剤組成物１００質量部に対して、約０．１～約３質量部、より典
型的には約０．５～約２質量部、かつさらにより典型的には約１質量部の量で、ビルダー
組成物及び／又は洗剤組成物中に存在する。
【０１０２】
　添加剤は、腐食阻害剤であってよい。適した制限のない腐食阻害剤は、ケイ酸ナトリウ
ムを含む。これらの阻害剤は、潤滑剤として作用することによって洗浄金属部の保護を提
供することができ、かつ磁器模様及び金属の食器／家庭用品のための保護を提供すること
ができる。適した腐食阻害剤の他の例は、硫酸亜鉛である。適した超金属腐食阻害剤の例
は、ＢＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ及びＰｉｔｔｓｂｕｒｇｈ、ＰＡのＦｉｓｈｅｒ 
Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃから市販されている。種々の実施態様において、ビルダー組成物及
び／又は洗剤組成物は、それぞれビルダー組成物及び／又は洗剤組成物１００質量部に対
して、約１～約４０質量部、約１～約２０質量部、又は約１０質量部までの量で腐食阻害
剤を含む。ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、２つ以上の腐食阻害剤の組合せを含
んでよいことを理解すべきである。
【０１０３】
　添加剤は、充填剤、例えば硫酸ナトリウムであってよい。充填剤は、典型的に、必然的
にビルダー組成物及び／又は洗剤組成物の洗浄性能を影響することなしに、ビルダー組成
物及び／又は洗剤組成物に対して安定した又は所望の物理特性を提供する。適した充填剤
の例は、ＢＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている。水が充填剤であってよ
いことを理解すべきである。種々の実施態様において、充填剤は、それぞれビルダー組成
物及び／又は洗剤組成物１００質量部に対して、約１０～約９０質量部、約４０～約８０
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質量部、又は約７０質量部での量でビルダー組成物及び／又は洗剤組成物中に存在する。
ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、２つ以上の充填剤の組合せを含んでよいことを
理解すべきである。
【０１０４】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物のｐＨは、種々の数値であってよい。種々の実施
態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物のｐＨは、１３、１２、１１、１０
、９、８、７、６、又は５以下である。代わりの実施態様において、ビルダー組成物及び
／又は洗剤組成物のｐＨは、５、６、７、８、９、１０、１１、又は１２より大きい。一
実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物のｐＨは、約７～約９の範囲で
ある。他の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物のｐＨは、約８であ
る。ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物のｐＨは、酸性又は塩基性成分の添加によって
調整されうる。典型的に、高すぎるｐＨは、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物中に存
在してよい酵素に影響しうる。
【０１０５】
　一実施態様において、添加剤は、シミ放出ポリマーである。適したシミ放出ポリマーは
、制限されることなく、酸化ポリアルキレンもしくは改質セルロース、例えばメチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルセルロース及びカルボキシメチルセルロース上でのビニルエ
ステル及び／又はアクリルエステルの両親媒性グラフトポリマー又はコポリマー、並びに
それらの組合せを含む。代わりに、添加剤は、制限されることなくオルガノポリシロキサ
ン、シリカ、パラフィン、ロウ、微結晶ロウ、及びそれらの組合せを含む石鹸水／泡阻害
剤であってよい。シミ放出ポリマーは、あらゆる量でビルダー組成物及び／又は洗剤組成
物中に存在してよい。
【０１０６】
　種々の実施態様において、添加剤は補助ビルダー成分である。特に適した制限のない補
助ビルダー成分は、無機ビルダー及び有機ビルダーの双方を含む。一実施態様において、
無機ビルダーは、イオン交換特性を有する結晶及び／又は非結晶のアルミノシリケート、
例えばゼオライトを含む。種々のタイプのゼオライトは、制限されることなく、ナトリウ
ムの形で泡の形でＡ、Ｘ、Ｂ、Ｐ、ＭＡＰ及びＨＳゼオライトを含み、ナトリウムは、部
分的に、リチウム、カリウム、カルシウム、マグネシウム及び／又はアンモニウムに交換
される。他の実施態様において、無機ビルダーは、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩
、及び／又はアンモニウム塩として、炭酸塩及び炭化水素塩を含む。代わりに、無機ビル
ダーは、ポリホスフェート、例えばトリポリリン酸五ナトリウムを含んでよい。無機ビル
ダーは、ケイ酸アンモニウムを含んでよい、二ケイ酸塩及び／又はシート状ケイ酸塩を含
んでよい。１つ以上の無機ビルダーは、あらゆる量又はあらゆる比でビルダー組成物及び
／又は洗剤組成物中に存在してよい。一実施態様において、無機ビルダーは、９８：２～
２０：８０及びさらに典型的に８５：１５～４０：６０の質量比で、アルミノシリケート
と炭酸塩との混合物を含む。
【０１０７】
　一実施態様において、有機ビルダーは、カルボン酸、カルボン酸のコポリマー、カルボ
ン酸のテルポリマー、カルボン酸のグラフトポリマー、ポリグリオキシル酸、ポリアミド
カルボン酸、ホスホン酸、及びそれらの組合せの群から選択される酸を含む。特に適した
カルボン酸は、Ｃ4～Ｃ20ジ－、トリ－及びテトラ－カルボン酸、例えばコハク酸、プロ
パントリカルボン酸、ブタンテトラカルボン酸及びシクロペンタンテトラカルボン酸、Ｃ

4～Ｃ20ヒドロキシカルボン酸、例えばリンゴ酸、酒石酸、グルコン酸、グルタル酸、ク
エン酸及びラクトビオン酸、スクロースモノ－、ジ－及びトリ－カルボン酸、Ｃ2～Ｃ16

アルキル基及び／又はアルケニル基を有するアルキル－及びアルケニル－コハク酸、アミ
ノポリカルボン酸、例えばニトリロトリ酢酸、３－アラニン二酢酸、エチレンジアミンテ
トラ酢酸、セリン二酢酸、不飽和Ｃ4～Ｃ8ジカルボン酸、例えばマレイン酸、フマル酸、
イタコン酸及びシトラコン酸のコポリマー及びテルポリマー、モノエチレン性不飽和Ｃ3

～Ｃ8モノカルボン酸、例えばアクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸及びビニル酢酸、
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並びにそれらの組合せを含む。
【０１０８】
　適したジカルボン酸のコポリマーの例は、制限されることなく、モル比４０：６０～８
０：２０での、マレイン酸とＣ2～Ｃ8オレフィンとのコポリマーを含む。適したカルボン
酸のテルポリマーの制限のない例は、１０（マレイン酸）：９０（アクリル酸＋ビニルエ
ステル）：９５（マレイン酸）：１０（アクリル酸＋ビニルエステル）の質量比でのマレ
イン酸とアクリル酸とＣ1～Ｃ3カルボン酸のビニルエステルとのテルポリマーを含み、そ
の際アクリル酸とビニルエステルとの質量比は、３０：７０～７０：３０であってよい。
【０１０９】
　カルボン酸のグラフトポリマーの適した例は、グラフトベース及び不飽和カルボン酸を
含む。カルボン酸は、制限されることなく、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、シトラ
コン酸、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、ビニル酢酸及びそれらの組合せを含ん
でよい。カルボン酸のグラフトポリマー中に含まれるー適したグラフトベースは、分解さ
れた多糖、例えば酸的に及び／又は酵素的に分解されたデンプン、イヌリン、セルロース
、タンパク質加水分解物、還元された分解された多糖、例えばマンニトール、ソルビトー
ル、アミノソルビトール及びＮ－アルキルグルカミン、酸化アルキレンブロックコポリマ
ー、例えば酸化エチレン／酸化プロピレンブロックコポリマー、酸化エチレン／酸化ブチ
レンブロックコポリマー、酸化エチレン／酸化プロピレン／酸化ブチレンブロックコポリ
マー、並びに第一及び第二界面活性剤とは異なるアルコキシル化一価又は多価Ｃ1～Ｃ7ア
ルコール及び／又はＣ15～Ｃ22アルコールを含む。一実施態様において、グラフトベース
１００質量部毎に、カルボン酸２０～８０質量部が重合されてよい。この実施態様におい
て、質量比９０：１０～１０：９０でのマレイン酸とアクリル酸との混合物が、典型的に
、グラフトベースで重合されてよい。
【０１１０】
　さらに、有機ビルダーは、ポリアスパラギン酸、又はアスパラギン酸と、制限されるこ
となく、Ｃ4～Ｃ25モノ－又はジ－カルボン酸及び／又はＣ4～Ｃ25モノ－又はジ－アミン
を含む１つ以上のアミノ酸との共縮合物を含んでよい。一実施態様において、共縮合物は
、リンを含む酸中で、Ｃ6～Ｃ22モノ－又はジ－カルボン酸で、又はＣ6～Ｃ22モノ－又は
ジ－アミンで改質されたポリアスパラギン酸を含む。
【０１１１】
　さらに、有機ビルダーは、クエン酸とヒドロキシカルボン酸との縮合生成物、又はポリ
ヒドロキシ化合物を含んでよい。最も典型的に、クエン酸との縮合生成物は、カルボキシ
ル基を含み、かつ数平均分子量１００００ｇ／ｍｏｌまでを有する。さらに、有機ビルダ
ーは、エチレンジアミン二コハク酸、オキシ二コハク酸、アミノポリカルボキシレート、
アミノポリアルキレン、ホスホネート、ポリグルタメート及びそれらの組合せを含んでよ
い。また、適したホスホン酸の制限の例は、ヒドロキシエタンジホスホン酸を含む。
【０１１２】
　代わりに、有機ビルダーは、オレフィン、エーテル、エステル、アミン、酸化デンプン
、及びそれらの組合せから選択されてよい。適したオレフィン、エーテル、エステル及び
アミンは、制限されることなく、モノエチレン性不飽和Ｃ2～Ｃ22オレフィン、Ｃ1～Ｃ8

アルキル基を有するビニルアルキルエーテル、スチレン、Ｃ1～Ｃ8カルボン酸のビニルエ
ステル、（メタ）アクリルアミド及びビニルピロリドン、Ｃ1～Ｃ8アルコールの（メタ）
アクリルエステル、（メタ）アクリロニトリル、Ｃ1～Ｃ8アミンの（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－ビニルホルムアルデヒド及びビニルイミダゾールを含む。一実施態様において、
有機ビルダーは、０．１～２０質量％の量でビルダー組成物及び／又は洗剤組成物中に存
在する。
【０１１３】
　添加剤は、Ｓｏｋａｌａｎ（登録商標）ＣＰ ５０の商標名でＢＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎから市販されている、アクリル酸と２－アクリルアミド－２－メチルプロパンス
ルホネートとのコポリマーであってもよい。種々の実施態様において、スルホネートは、
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ビルダー組成物１００質量部に対して、０～２０質量部、５～１５質量部、又は１０～１
５質量部の量でビルダー組成物中に存在する。もちろん、本発明は、これらの量に限定さ
れない。
【０１１４】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、スケール防止に関して測定されてもよい。種
々の実施態様において、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物は、ビルダー組成物及び／
又は洗剤組成物の、５０～３００ｍｇ ＣａＣＯ3／ｇ、５０～２００ｍｇ ＣａＣＯ3／ｇ
、５０～１００ｍｇ ＣａＣＯ3／ｇ、１５０～２５０ｍｇ ＣａＣＯ3／ｇ、又は２００～
３００ｍｇ ＣａＣＯ3／ｇの、炭酸カルシウム（スケール）分散能力を有する。典型的に
、ビルダー組成物１グラムを、ビーカー中の脱イオン水１００ｍｌに溶解する。そして、
１０％Ｎａ2ＣＯ3溶液約１０ｍｌをビーカーに添加し、そしてｐＨをＮａＯＨ溶液で１１
に調整する。そして、ビルダー組成物を含むＮａ2ＣＯ3溶液を、濁りの開始が観察される
まで、０．１Ｍｏｌ／Ｌ酢酸カルシウム溶液に対し滴定する。次の方程式を、ｍｇ Ｃａ
ＣＯ3／ｇビルダーにデータを変換するために使用する：酢酸カルシウム（Ｍｏｌ／Ｌ）
ｘ ｍｌ 酢酸カルシウム Ｘ １００．０９。結果を、図１３に記載し、以下のそして実施
例の段落で詳細に説明する。
【０１１５】
　さらに制限のない及び必要のない本発明のビルダー組成物及び／又は洗剤組成物の添加
剤及び／又は成分は、双方共に、Ｄｏｃｋｅｔ Ｎｕｍｂｅｒ：１００６２／ＰＦ－６１
４３５及びタイトル"ＬＩＱＵＩＤ ＤＥＴＥＲＧＥＮＴ ＣＯＭＰＯＳＩＴＩＯＮ"に関連
する、米国特許番号第７，５０４，３７３及び，５０３，３３３、並びに米国特許仮出願
番号第６１／３０２，７８５及び同時のＰＣＴ出願において記載される。それぞれの文献
の開示は、参照を持って明確に組み込まれたものとし、該開示は、本記載内容において記
載された本発明の一般の範囲と矛盾しない。
【０１１６】
　ビルダー組成物及び洗剤組成物を形成する方法：
　第一に前記で導入されたように、本発明は、ビルダー組成物及び洗剤組成物を形成する
方法も提供する。ビルダー組成物の形成方法は、典型的に、容器中に、（Ａ）キレート成
分、（Ｂ）ビルダー成分、（Ｃ）ポリマー成分、及び場合により（Ｄ）アルカリ成分及び
／又は（Ｅ）リン含有成分のそれぞれを導入する工程を含む。それぞれの成分を、単独で
、又は１つ以上の他の成分と組み合わせて導入することができる。追加の成分、例えば前
記添加剤を添加してもよい。一実施態様において、それぞれの成分をブレンダーに添加し
、そして均一な溶液が得られるまで混合する。種々の容器、混合器、ブレンダー及び当業
者に公知の同様の機械を使用してもよい。温度及び／又は圧力は、成分の混合を容易にす
るために調整されうる。洗剤組成物を、同様、又は異なる方法工程を使用して形成するこ
とができることも理解すべきである。本発明は、製造のあらゆる特定の使用を制限しない
ことを理解すべきである。通常の方法及び装置を使用することができる。
【０１１７】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を表面に適用する方法：
　前記で導入されたように、本発明は、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を表面に適
用する方法を提供する。典型的に、その方法は、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を
使用して、洗浄／洗濯／清浄／浄化及び／又は殺菌する表面としてさらに定義される。一
実施態様において、前記方法は、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を表面に適用する
工程を含む。ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を表面に適用する工程は、あらゆる公
知の方法によって実施してよい。ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を表面に適用する
工程は、表面をビルダー組成物及び／又は洗剤組成物に曝すこととしてさらに定義されて
よいと考えられる。
【０１１８】
　ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を織物に適用する方法：
　前記表面が織物である場合に、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を適用する工程は
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、さらに、ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物で織物をフラッシュすることと定義され
てよい。ビルダー組成物及び／又は洗剤組成物を織物に適用することに関する工程は、米
国特許番号第７，５０３，３３３号において記載されており、その開示は、本記載内容に
記載された本発明の一般の範囲を制限しない範囲まで、参照をもって本発明にその全体を
組み込まれたものとする。
【０１１９】
　実施例
　本発明の種々のビルダー組成物の効率を、洗浄効率を測定するために測定する。これら
の測定の結果を、以下に記載の式において要約し、かつ図においてより詳細に記載する。
【０１２０】
　織物／洗濯適用
　種々のシミを、前記のような種々の織物に適用する。続いて、種々のビルダー組成物を
、汚れた織物に適用して、シミを除去することにおけるそれらの効率を測定する。この効
率を、"洗浄百分率"という。洗浄百分率を、織物の反射率測定を使用して算出する。織物
の反射率測定を、３つの条件、"汚す前"、"汚した後"、及び"洗浄後"で実施する。これら
の測定を、Ｃｏｌｏｒｍａｓｔｅｒの商標名でＸ－Ｒｉｔｅ Ａｓｉａ Ｐａｃｉｆｉｃ 
Ｌｔｄ．から市販されている反射率計を使用して測定する。反射率系は、ハンターカラー
スケール（Ｈｕｎｔｅｒ Ｃｏｌｏｒ Ｓｃａｌｅ）に基づいて３つの値を記録する。ハン
ターカラースケールにおいて、"Ｌ"値は、明るい（１００）～暗い（０）を示し、"ａ"値
は、赤（＋ａ）～緑（－ａ）を示し、かつ"ｂ"値は、黄（＋ｂ）～青（－ｂ）を示す。こ
れらの３つの測定を使用して、次の式：

【数１３】

［式中、ＡＳは、"汚れた後"の状態を示し、かつＡＣは、"洗浄後"の状態を示す］によっ
てΔＥを算出する。続いて、ΔＥを使用して、次の式
【数１４】

［式中、ＡＳ及びＡＣは前記で定義し、かつＢＳは、"汚す前"の状態を示す］によって洗
浄百分率を測定する。
【０１２１】
　最初に、"汚す前"の織物の反射率を測定する。続いて、織物を、種々の汚れで汚す。そ
して、その織物を、ＡＳＴＭ Ｄ３０５０－０５に従って、種々の加熱条件（１２０°Ｆ
又は１５０°Ｆ）下で、１０分間、ｔｅｒｇｏｔｏｍｅｔｅｒで洗浄する。続いて、その
織物を、種々の水道水（２：１　Ｃａ／Ｍｇの１５０又は２５０ｐｐｍ）で１分間洗い流
す。ｔｅｒｇｏｔｏｍｅｔｅｒは、Ｈｏｂｏｋｅｎ， ＮＪのＵｎｉｔｅｄ Ｓｔａｔｅｓ
 Ｔｅｓｔｉｎｇ Ｃｏｍｐａｎｙから市販されている。洗浄後に、織物を乾燥させる。乾
燥後に、それぞれの織物の"洗浄後"の反射率を測定する。織物に関する"汚す前"、"汚れ
た後"、及び"洗浄後"の反射率の測定に対して、平均の"洗浄百分率"の測定を、図に記載
されたように測定する。より高い平均洗浄百分率の測定値は、洗浄効率のより高い程度を
示す。
【０１２２】
　セラミック／食器の適用
　種々のシミを、前記のようなセラミック表面に適用する。
【０１２３】
　第１の制限のない式に関して前記で記載されたように、卵を炒り、そしてスクランブル
エッグ約１ｇを、艶付けしたセラミックのソーサー上に塗る。そして、そのソーサーを、
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３０分間１８７℃で熱対流炉中に置く。そしてそのソーサーを、使用前に室温で冷却させ
る。続いて、ビルダー組成物を適用して、焼固めた卵の汚れを取り除き、そしてそのソー
サーを、以下でより詳細に記載された方法を使用して、市販のＨｏｂａｒｔ ＡＭ－１４
で洗浄する。そして、そのソーサーを洗浄度に関して視覚的に評価する。きれいなソーサ
ーは、０の等級を有し、かつ焼いたソーサーは５の評価を有する。もちろん、本発明は、
卵のシミでの使用に制限されず、あらゆるタンパク質のシミに置換してよい。
【０１２４】
　第２の制限のない式に関して前記のように、Ｈ2Ｏ １１０ｇを沸騰するまで加熱する。
そして、加熱をやめ、粉砕したＯｕａｋｅｒオートミール１０ｇを水に添加し、そして５
分間撹拌させる。続いて、粉末化した肉汁１ｇを、オートミールに添加し、溶液を形成す
る。そして、その溶液を室温まで冷却させる。そして、その溶液約１ｇを、艶付けしたセ
ラミックソーサー上に塗る。そして、そのソーサーを、３０分間１８７℃で熱対流炉中に
置く。そしてそのソーサーを、使用前に室温で冷却させる。続いて、ビルダー組成物を適
用して、オートミール肉汁を取り除き、そしてそのソーサーを、以下でより詳細に記載さ
れた方法を使用して、市販のＨｏｂａｒｔ ＡＭ－１４で洗浄する。そして、そのソーサ
ーを洗浄度に関して視覚的に評価する。きれいなソーサーは、０の等級を有し、かつ焼い
たソーサーは５の評価を有する。もちろん、本発明は、オートミールのシミでの使用に制
限されず、あらゆる炭水化物のシミに置換してよい。
【０１２５】
　より詳述すれば、汚れたソーサーを洗浄するために、Ｈｏｂａｒｔ ＡＭ－１４ Ｄｉｓ
ｈｗａｓｈｅｒを、１５０°Ｆ（±３°Ｆ）で水で洗いし、そして排水する。そして種々
のビルダー組成物の試料を、フルサイクル（１５０°Ｆ±３°Ｆ）中に、約１７００ｐｐ
ｍの濃度で個々に添加する。そして焼付けた卵を有する１つのソーサー及び焼付けたオー
トミール肉汁を有する１つのソーサーを、皿洗い機中のラック上に置く。そして"手動洗
浄"１．５分の設定を選択する。１．５分後に、ラックを１８０°回転する。そして"手動
洗浄"１．５分の設定を再選択する。さらに１．５分後に、皿洗い機を停止する。停止に
続いて、ソーサーを取り出し、そして視覚的測定の前に、空気乾燥させて、洗浄度を測定
する。前記測定の結果を図において説明する。
【０１２６】
　同時に、ガラスビーカーも、皿洗い機中のラックに置く。前記洗浄後に、ガラスビーカ
ーを、視覚的に測定して、前記の制限のない式３において記載されたように、膜形成低減
の性能（Ｆ）を測定する。この測定の結果を、図１２において説明する。
【０１２７】
　硬い表面の適用
　Ｆｅｄｅｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅｓｔ Ｍｅｔｈｏｄ ＃５３６に従って形成され
た油／酸化鉄のシミを、前記のように異なる４×６インチのビニルタイルに適用する。そ
して、本発明の種々のビルダー組成物を含む種々の調合物の試料を、硬水（２５０ｐｐｍ
のＣａ／Ｍｇ　２／１）中で３質量％まで希釈して、希釈組成物を形成する。そして、希
釈組成物を、Ｆｅｄｅｒａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｔｅｓｔ Ｍｅｔｈｏｄ ＃５３６に従っ
てシミタイルに適用して、洗浄百分率を測定する。
【０１２８】
　より詳述すれば、Ｘ－ｒｉｔｅ反射率計を、除去したシミの量を測定するために使用す
る。これを、織物及び洗濯適用に関する前記に記載と同様の方法で行う。洗浄百分率を、
ビニルタイルの反射測定を使用して算出する。ビニルの反射率測定を、３つの条件、"汚
す前"、"汚した後"、及び"洗浄後"で実施する。これらの測定を、Ｃｏｌｏｒｍａｓｔｅ
ｒの商標名でＸ－Ｒｉｔｅ Ａｓｉａ Ｐａｃｉｆｉｃ Ｌｔｄ．から市販されている反射
率計を使用して測定する。反射率系は、ハンターカラースケール（Ｈｕｎｔｅｒ Ｃｏｌ
ｏｒ Ｓｃａｌｅ）に基づいて３つの値を記録する。ハンターカラースケールにおいて、"
Ｌ"値は、明るい（１００）～暗い（０）を示し、"ａ"値は、赤（＋ａ）～緑（－ａ）を
示し、かつ"ｂ"値は、黄（＋ｂ）～青（－ｂ）を示す。これらの３つの測定を使用して、
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次の式：
【数１５】

［式中、ＡＳは、"汚れた後"の状態を示し、かつＡＣは、"洗浄後"の状態を示す］によっ
てΔＥを算出する。続いて、ΔＥを使用して、次の式

【数１６】

［式中、ＡＳ及びＡＣは前記で定義し、かつＢＳは、"汚す前"の状態を示す］によって洗
浄百分率を測定する。前記測定の結果を図において説明する。
【０１２９】
　図１３に関して、棒グラフは、本発明の種々の実施態様のビルダー組成物の関数として
、ＣａＣＯ3分散能力（ｍｇ／ｇ）を説明する。この試験は、組成物の水調節能力の一般
の示度である。より高い値は、一般に、炭酸カルシウム及び炭酸マグネシウムを阻害する
強い能力、又はスケール形成を示す。グラフにおいて、式（"形"）１～５及び７を含む種
々の組成物を示す。式を、以下の表１において示す。
【０１３０】
【表１】

【０１３１】
　ＰＡ３０ＣＬは、ＢＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されているＳＯＫＡＬＡ
Ｎ（登録商標）ＰＡ ３０ ＣＬ、ポリアクリル酸（ナトリウム塩）である。
【０１３２】
　ＴＲＩＬＯＮ（登録商標）Ｍ及びＴＲＩＬＯＮ（登録商標）Ｐは、ＢＡＳＦ Ｃｏｒｐ
ｏｒａｔｉｏｎから市販されているキレート剤である。
【０１３３】
　ＣＰ－５及びＣＰ－９は、ＢＡＳＦ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されているＳＯ
ＫＡＬＡＮ（登録商標）ＣＰ－５及びＳＯＫＡＬＡＮ（登録商標）ＣＰ－９、ポリカルボ
キシレートコポリマーである。
【０１３４】
　ＳＴＰＰは、トリポリリン酸ナトリウムである。
【０１３５】
　前記の及び図において説明されたデータは、種々の成分（Ａ）～（Ｅ）間に相互作用が
あり、かつそれらの成分の量を、特定のシミ及び特定の表面に関して洗浄効率を最大化す
るために最適化及び改変することができることを明確にしている。
【０１３６】
　特許請求の範囲は、表現、及び特定の化合物、組成物、又は詳細な説明に記載された方
法を制限せず、特許請求の範囲の範囲内にある特定の実施態様の間で変動してよい。種々
の実施態様の特定の特徴又は側面を関する本記載内容におけるあらゆるマーカッシュ群に
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から独立したそれぞれのマーカッシュ群のそれぞれの数値から得られてよいことを理解す
べきである。マーカッシュ群のそれぞれの数は、個々に、又は組合せで依存し、かつ特許
請求の範囲の範囲内での特定の実施態様のための適切な支持を提供する。
【０１３７】
　本発明の種々の実施態様の記載に依存するあらゆる範囲及び部分範囲は、個々に及び一
括して、特許請求の範囲の範囲内にあることを理解すべきでもあり、かつそれらにおける
全体の及び／又は機能的な値を含む全ての範囲を、かかる値が本記載内容に明確に記載さ
れていない場合に、記載及び熟慮することを理解すべきである。当業者は、十分に記載さ
れた係数範囲及び部分範囲、並びに本発明の可能な種々の実施態様、及びかかる範囲及び
部分範囲が、関連した二等分、三等分、四等分、五等分等にさらに描写されてよいことを
容易に認識する。１つの実施例として、"０．１～０．９の"範囲は、個々に及び一括して
特許請求の範囲の範囲内である、下三分の一、すなわち０．１～０．３、中央三分点、す
なわち０．４～０．６、及び上三分の一、すなわち０．７～０．９にさらに描写されてよ
く、かつ特許請求の範囲の範囲内の特定の実施例に関して、個々に及び／又は一括して依
存し、かつ正確な支持を提供してよい。さらに、範囲、例えば"少なくとも"、"より大き
い"、"未満"、"以下"等を定義又は改良する言語に関して、かかる言語は、部分範囲及び
／又は上限又は加減を含むことを理解すべきである。他の例として、"少なくとも１０"の
範囲は、固有に、少なくとも１０～３５の部分範囲、少なくとも１０～２５の部分範囲、
２５～３５の部分範囲等を含み、かつそれぞれの部分範囲は、個々に及び／又は一括して
依存し、かつ特許請求の範囲の範囲内の特定の実施態様に関する適切な支持を提供する。
最終的に、開示された範囲内の個々の数値は、特許請求の範囲の範囲内の特定の実施態様
に依存し、適切な支持を提供する。例えば、"１～９の"範囲は、特許請求の範囲の範囲内
で依存し、かつ特定の実施態様に関する適切な支持を提供してよい、種々の個々の整数、
例えば３、並びに少数位（又は小数部）、例えば４．１を含む個々の数を含む。
【０１３８】
　ここで、本発明を例示的に記載したが、使用された文言は限定のためではなく、説明の
用語の性質であることが意図されていると理解されるべきである。上記の教示に鑑みて、
本発明の多くの修正および変更が可能である。本発明を、添付される特許請求の範囲内に
特に記載されている以外の様式で実施してもよい。
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